
 
初級&3級　発心教材　概要　（H29．8．24 現在）

No タイトル 内　容 出題形式

① 立正安国論(1) 背景・大意 空欄補充

② 立正安国論(2) 第41・42章 空欄補充・語訳

③ 立正安国論(3) 第46・47章 同上

④ 佐渡御書 2月度御書講義 同上

⑤ 法華経(1) 前 編 空欄補充

⑥ 法華経(2) 後 編 同上

⑦ 教学講釈(1) 一念三千 同上

⑧ 教学講釈(2) 御本尊の相貌 同上

⑨ 教学講釈(3) 妙法弘通の肝要 同上

⑩ 教学講釈(4) 日顕宗を破す 同上

参考資料 法華経の構成と概要 2017.8.8 聖教新聞掲載

参考資料 2017.2.18 聖教新聞掲載

参考資料 ｢六難九易｣(宝塔品第11) 現代語訳

参考資料 ｢三類の強敵｣(勧持品第13) 現代語訳

2月度「御書講義」の参考



     

『立
正
安
国
論
』が
執
筆
さ
れ
た
背
景
と
本
抄
の
大
意
に
つ
い
て
述
べ
た
、
次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

本
抄
は
、
日
蓮
大
聖
人
が 

文
応 

元 

年 

（
１
２
６
０
年
） 

７ 

月 

16 

日 

、
39
歳
の
時
、
当
時
の
最
高
権
力
者
に
対
し
て
、｢

諫
め
暁
す｣

〈相

手
の
誤
り
を
指
摘
し
て
迷
妄
を
開
き
、
正
し
い
道
に
導
く
〉た
め
に
提
出
さ
れ
た｢

 

国
主
諫
暁 

の
書 

｣

で
あ
る
。 

当
時
の
鎌
倉
幕
府
の
実
質
的
な
最
高
権
力
者
は
、
重
病
を
機
に
執
権
職
を
子･

 

時
宗 

に
譲
り
、
出
家
し
て
最
明
寺
入
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
得

宗(

北
条
一
家･

一
族
の
統
括
者)

の 
北
条
時
頼 

で
あ
る
。 

当
時
は
、
大
地
震･

大
風･

洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
深
刻
な
飢
饉
を
招
き
、
加
え
て
疫
病
の
流
行
な
ど
が
毎
年
の
よ
う
に
続
き
、
人
心
は

乱
れ
、
民
衆
は
苦
悩
の
底
に
あ
っ
た
。 

｢

立
正
安
国
論
奥
書｣

に
、｢

正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
二
十
三
日
戌
亥
の
尅(

午
後
９
時
前
後)

の
大
地
震
を
見
て
考
え
た｣

(

御
書
33
㌻ 

通
解)

と
あ
る
よ

う
に
、
正
嘉
元
年(

１
２
５
７
年)

８
月
に 

鎌
倉 

一
帯
を
襲
っ
た｢

 

正
嘉 

の 

大
地
震 

｣

が
、
本
抄
を
執
筆
さ
れ
た
直
接
の
動
機
で
あ
る
。 

こ
の
大
地
震
は
前
代
に
例
を
見
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
山
は
崩
れ
、
家
屋
は
倒
壊
し
、
地
が
裂
け
、
火
炎
が
噴
き
出
た
と
い
う
※

記
録
が
残
っ

て
い
る
。
〈※ 

鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『吾
妻
鏡
』→｢

現
代
語
訳 

立
正
安
国
論
」１
１
５
㌻
参
照
〉 

こ
の
よ
う
な
民
衆
の
苦
悩
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
大
聖
人
は
、
災
難
を
止
め
て
民
衆
を
救
う
道
を
探
求
さ
れ
、
誤
っ
た 

謗
法 

の
教
え
に
人
々

が
帰
依
す
る
の
を
止
め
、 

正
法 

を
人
々
の
心
と
社
会
の
支
柱
と
し
て
打
ち
立
て
る
以
外
に
な
い
こ
と
を
深
く
確
信
さ
れ
て
、｢

立
正
安
国
論｣

を
著

し
、 

北
条
時
頼 

の
側
近
で
あ
る
宿
屋
光
則
を
介
し
て
、
本
抄
を
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

本
抄
の
題
号
で
あ
る｢

立
正
安
国｣

と
は
、｢

 

正
を
立
て 

、 

国
を
安
ん
ず 

｣

と
読
む
。 

｢
 

立
正 

｣

は
安
国
の
根
本
条
件
で
あ
り
、｢

 

安
国 

｣

は
立
正
の
根
本
目
的
で
あ
る
。 

｢
 

立
正 

｣

と
は｢

 

正
法 

を
立
て
る｣

、
つ
ま
り 

正
法 

の
流
布
で
あ
り
、 

正
法 
と
は
、｢ 

実
乗 

の 

一
善 

｣

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
々

が 

仏
性 

と
い
う
根
源
の
力
を
開
い
て 

成
仏 

で
き
る
と
説
く 

法
華
経 

の
法
理
で
あ
る
。 

ま
た
、｢

 

立
正 

｣

と
は
、 

破
邪
顕
正 

で
も
あ
る
。 

法
華
経 

の
万
人
成
仏･

万
人
平
等
の
精
神
に
反
す
る
教
え
は
、
人
間
の
絆
の
分
断
を

も
た
ら
す
主
義･

思
想
で
あ
り
、
そ
う
し
た｢

民
衆
蔑
視｣

の
教
え
は
次
第
に
人
々
の
心
に
浸
食
し
、
活
力
を
奪
っ
て
い
く
。
こ
の｢

 

悪 
｣

を
打
ち
破

る
対
話
に
よ
っ
て
人
々
の
生
命
の
根
源
的
な
迷
い
で
あ
る 

無
明 

を
打
ち
払
い
、 

正
法 

を
社
会
に
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。 

｢
 

立
正 

｣

の
目
的
で
あ
る｢

 

安
国 

｣

と
は
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
蓮
大
聖
人
が
示
さ
れ
た｢

安
国｣

の｢

国｣

と
は
、

単
に
権
力
者
を
中
心
者
と
す
る
体
制
と
し
て
の｢

国
家｣

で
は
な
く
、
民
衆
が
生
活
を
営
む
場
で
あ
る｢

 

国
土 

｣
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

日
蓮
大
聖
人
の
御
生
涯
に
わ
た
る
御
行
動
は
、｢

 

立
正
安
国
論 

に
始
ま
り
、 

立
正
安
国
論 

に
終
わ
る｣

と
い
わ
れ
る
。 

｢
 

立
正
安
国
論 

｣

の
提
出
を
契
機
に
、
大
聖
人
に
対
す
る
幕
府
や
既
成
の
宗
教
勢
力
か
ら
の
迫
害
が
本
格
化
す
る
。 

幕
府
は
大
聖
人
の
諫
暁
に
対
し
て
、
御
書
に｢

お
尋
ね
も
採
用
も
な
か
っ
た｣

（御
書
３
３
５
㌻ 

通
解
）
な
ど
と
仰
せ
の
よ
う
に
、
結
果
的
に
黙
殺
の
態
度

を
と
る
の
で
あ
っ
た
。 

法
然 

の 

念
仏 

を
強
く
破
折
す
る｢

 

立
正
安
国
論 
｣

の
提
出
か
ら
ほ
ど
な
く
、
念
仏
者
た
ち
が
大
聖
人
の
草
庵
を
襲

う 

松
ヶ
谷 

の
法
難 

が
起
こ
り
、
翌･

 

弘
長 

元 

年 
(

１
２
６
１
年)

５
月
に
は
、
幕
府
に
よ
っ
て 

伊
豆
流
罪 

に
処
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
、 

文
永 

元 

年 
(

１
２
６
４
年)

11
月
に
は
、
故
郷･

安
房
で
、
地
頭･

 

東
条
影
信 

の
手
勢
に
襲
撃
さ
れ
、
同
行
の
門
下
の
中
に
死
者
が

出
た
上
、
大
聖
人
御
自
身
も
額
に
傷
を
負
い
、
左
手
を
折
ら
れ
た 

小
松
原 

の
法
難 

が
起
こ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
命
の
危
険
に
も
度
々
さ
ら
さ
れ
る
迫
害
を
受
け
ら
れ
て
も
、
大
聖
人
の 

立
正
安
国 

の
精
神
と
行
動
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

文
永 

５ 

年 

、
大
聖
人
は
、
蒙
古
か
ら
の
国
書
が
到
来
し
た
こ
と
を
い
ち
早
く
知
り
、
２
度
目
の
諫
暁
の
書
と
な
る｢

 

安
国
論
御
勘
由
来 

｣

を
執
筆
さ
れ
る
。｢

 

立
正
安
国
論 

｣

を
執
筆･

提
出
し
た
意
義
を
自
ら
解
説
し
、 

謗
法 

禁
断
を
改
め
て
訴
え
ら
れ
て
る
。 

ま
た
、
同
年
に
は
、
時
の
執
権 

北
条
時
頼 

の
子
で
あ
る 

時
宗 

や 

平
左
衛
門
尉 

頼
綱 

ら
幕
府
の
要
人
、 

極
楽
寺
良
観 

ら
鎌
倉
の
諸

大
寺
の
僧
ら
、
あ
わ
せ
て
※

11
カ
所
に
書
状
を
送
り
、
公
場
対
決
を
迫
ら
れ
た
。
〈※ 

「十
一
通
御
書
」 

〉 

そ
の
毅
然
た
る
大
聖
人
の
お
振
る
舞
い
に
対
し
、
諸
宗
の
高
僧
は
讒
言
に
よ
っ
て
幕
府
を
動
か
し
、 

文
永 

８ 

年 

の 

竜
の
口 

の
法
難 

・ 

 

佐
渡
流
罪 

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

本
抄
は
、
客(

 

北
条
時
頼 

を
想
定)

と
主
人(

 

日
蓮
大
聖
人 

を
想
定)

と
の
十
問
九
答
の
問
答
形
式
で
展
開
さ
れ
る
。
相
次
ぐ
災
難
を
嘆
く 

 

客 

に
対
し 

主
人 

は
、 

経
典 

に
基
づ
き
答
え
、
正
し
い
人
生
と
社
会
の
在
り
方
を
教
え
、
そ
の
実
現
を
促
し
て
い
く
。 

ま
ず
、
客
の
災
難
へ
の
嘆
き
に
対
し
て
、
主
人
は
共
感
し
な
が
ら
も
、
人
々
が 

正
法 

に
背
き 

悪
法 

を
信
じ
て
い
る｢

 

謗
法 

｣

こ
そ
災
い

の
原
因
で
あ
る
と
述
べ
、
災
厄
の
元
凶
と
し
て
、 

法
然 

の 

専
修 

念
仏 

を
強
く
破
折
す
る
。 

法
然 

は
『 

選
択
集 

』で
、
念
仏
が
拠
り
処

と
す
る 

阿
弥
陀
仏 

と 

浄
土 

三
部
経 

を
除
い
て
、
釈
尊
を
含
め
る
あ
ら
ゆ
る
仏
神
と
法
華
経
を
含
む
諸
経
を
す
べ
て｢

 

捨
閉
閣
抛 

｣

す
る
よ

う
に
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の 

専
修 

念
仏 

は
、
世
俗
の
権
力
者
の
帰
依
を
受
け
る
ば
か
り
か
、 

法
華
経 

の
信
仰
を
宣
揚
す

べ
き 

天
台
宗 

の
高
僧
な
ど
に
宗
教
的
権
威
の
容
認
を
得
て
、
幅
広
く
人
々
の
信
仰
を
集
め
、
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
人
は 

 

謗
法 

の 

念
仏 

の
禁
断
を
強
く
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ま
ま
謗
法
の
教
え
に
執
着
し
続
け
る
な
ら
、
経
典
に
説
か
れ
る
諸
難
の
う
ち
、

ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
難
が
起
こ
る
こ
と
を
警
告
す
る
の
で
あ
る
。 

お
く
が
き 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
① 

／ 

立
正
安
国
論 

㈠ 
 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
現
代
語
訳 

立
正
安
国
論
（
聖
教
新
聞
社
） 

大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 

や
ど 

や 

み
つ
の
り 

と
ど 

い
ぬ 

い      

こ
く 

た
い
さ
い 

ひ
の
と 

み 

し
ょ
う 

か 

い
さ    

さ
と 



     

次
の
文
は
、
「第
41
章
」（
31
㌻
１
行
目
～
６
行
目
）の
現
代
語
訳
の
一
部
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

仏
の
教
え
は
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
趣
旨
を
す
べ
て
知
る
こ
と
は
難
し
く
、
不
審
は
多
岐
に
わ
た
っ
て 

何
が
正
し
い

の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
法
然
聖
人
の
『選
択
集
』
は
目
の
前
に
あ
る
。
仏
た
ち･

諸
経
典･

菩
薩
た
ち･

神
々
な
ど
に
対
し
て
イ
捨
閉

閣
抛
と
い
う
四
字
を
そ
の
上
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
文
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

｢

こ
れ
が
原
因
で
、 

聖
人
国
を
去
り 

 
 

善
神
所
を
捨
て
て 

し
ま
っ
て
、
天
下
は
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
み
、
世
の
中
に
は
疫
病
が
は
や
っ
て

い
る｣

と
あ
な
た(

主
人)

は
言
う
。〈
中
略
〉 

す
み
や
か
に 

一
闡
提
へ
の
施
を
止
め 
永
く
衆
僧
尼
の
供
を
致
し 

、
仏
の
海
の
白
浪(

盗
賊)

を
静
か
に
さ
せ
、
法
の
山
の
緑
林(

盗
賊)

を
取

り
除
く
な
ら
、
世
の
中
は
羲
農
の
時
代
の
よ
う
な
平
和
な
世
と
な
り
、
国
は
唐
虞
が
治
め
る
よ
う
な
安
穏
な
国
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

問
一 

 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
文
を
、
御
文
で
答
え
な
さ
い
。 

 

問
二 

傍
線
イ
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。 

捨
て
よ
、
閉
じ
よ
、
閣
（さ
し
お
）
け
、
抛
（な
げ
う
）
て
の
意
。 

 

「第
42
章
」（
31
㌻
７
行
目
～
18
行
目
）に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

問
三 

こ
の
章
の
初
め
の
四
つ
の
譬
え
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
な
さ
い
。 

 

㈠ 
｢

鳩
化
し
て
鷹
と
為
り 

雀
変
じ
て
蛤
と
為
る｣

 

（
31
㌻
７
行
目
） 

謗
法
の
対
治
を
誓
っ
た
客
の
大
き
な
変
化
の
こ
と
。 

 

㈡ 
｢

蘭
室
の
友
に
交
り
て｣ 

（
31
㌻
７
行
目
） 

香
り
の
高
い
蘭
が
あ
る
部
屋
に
物
を
保
管
す
る
と
、
そ
の
香
り
が
自
然
と
移
る
こ
と
。 

 

㈢ 
｢

麻
畝
の
性
と
成
る｣ 

（
31
㌻
７
行
目
） 

曲
が
っ
て
育
つ
蓬
（よ
も
ぎ
）
が
、
麻
畝(

麻
畑)

で
は
麻
に
従
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
育
つ
よ
う
に
、
仏
法
に
対
す
る
曲
が
っ
た
客
の
心
が
、
主
人
の
正

し
い
道
理
に
従
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

㈣ 
｢

水
中
の
月
の
波
に
動
き 

陳
前
の
軍
の
剣
に
靡
く
が
ご
と
し｣

 

（
31
㌻
９
行
目
） 

今
、
決
意
を
燃
や
し
て
い
る
客
も
、
す
ぐ
に
そ
の
決
意
も
揺
ら
ぎ
忘
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
縁
に
紛
動
さ
れ
移
ろ
い
や
す
い
の
が
、

人
の
心
の
常
で
あ
る
こ
と
。 

 

問
四 

次
の
現
代
語
訳
の
文
に
つ
い
て
、
㈠
～
㈢
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

薬
王
経
の
七
難
の
う
ち
、
五
難
は
現
に
起
こ
り
、
二
難
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち 

Ａ 
･
 

Ｂ 

で
あ
る
。
大
集
経
の
三
災
の
う
ち
、

ロ
二
災
は
す
で
に
出
現
し
、
一
災
が
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、 

Ｃ 

で
あ
る
。 

金
光
明
経
の
う
ち
の
種
々
の
災
禍
は
そ
れ
ぞ
れ
起
こ
っ
て
い
る
が
、
ハ
外
部
の
敵
対
者
が
国
内
を
侵
略
す
る
と
い
う
災
難
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。 

仁
王
経
の
七
難
の
う
ち
、
六
難
は
今
盛
ん
で
あ
る
が
、
一
難
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ハ
四
方
の
外
敵
が
や
っ
て
来
て
国
を
侵
す
と

い
う
難
で
あ
る
。 

そ
れ
だ
け
で
な
く｢

 

国
土 

が
乱
れ
る
よ
う
な
時
に
は
ま
ず 

鬼
神 

が
乱
れ
る
。 

鬼
神 

が
乱
れ
る
の
で 

万
民 

が
乱
れ
る｣

と
あ
る
。 

（御
書
31
㌻
11
行
目
～
14
行
目
） 

 

㈠ 
 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
御
文
の
言
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

㈡ 
 

Ａ 
･
 

Ｂ 

に
あ
て
は
ま
る
難
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
傍
線
ハ
は
ど
ち
ら
の
難
か
を
答
え
な
さ
い
。 

 

Ａ
＝ 

他
国
侵
逼 

難 
 

Ｂ
＝ 

自
界
叛
逆 

難 
 

傍
線
ハ
＝ 

他
国
侵
逼 

難  
 

㈢ 

傍
線
ロ
に
つ
い
て
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、 

Ｃ 

に
あ
て
は
ま
る
災
を
答
え
な
さ
い
。 

 

傍
線
ロ
＝ 

穀
貴 

の
災 

 
 

疫
病 

の
災 

 

Ｃ
＝ 

兵
革 

の
災 

 

 

 

教
学
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教
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／ 

立
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㈡ 
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〈 

平
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29
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教
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初
級
試
験･
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３
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応
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「第
46
章
」（
32
㌻
13
行
目
～
17
行
目
）の
御
文
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

広
く
衆
経
を
披
き
た
る
に
専
ら
謗
法
を
重
ん
ず
、
悲
い
か
な
皆
正
法
の
門
を
出
で
て
深
く
イ
邪
法
の
獄
に
入
る
、
愚
な
る
か
な
各
悪
教
の
綱
に
懸

つ
て
鎮
に
謗
教
の
網
に
纒
る
、
ロ
此
の
朦
霧
の
迷
ハ
彼
の
盛
焰
の
底
に
沈
む
豈
愁
え
ざ
ら
ん
や
豈
苦
ま
ざ
ら
ん
や
、
汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て

速
に
ニ
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
、
然
れ
ば
則
ち
ホ
三
界
は
ヘ
皆
仏
国
な
り
仏
国
其
れ
衰
ん
や
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
宝
土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
、
国
に
衰
微

無
く
土
に
破
壊
無
ん
ば
身
は
是
れ
安
全･

心
は
是
れ
禅
定
な
ら
ん
、
此
の
詞
此
の
言
信
ず
可
く
崇
む
可
し
。 

 

問
一 

傍
線
イ
に
つ
い
て
、
次
の
文
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

人
々
は 

死 

へ
の
不
安
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
慰
め
を
求
め
て
、 

念
仏 

を
信
じ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に 

安
心 

を
求
め
て 

 

も 

今
世 

で
は
得
ら
れ
な
い
と
諦
め
、 

来
世 
に
救
わ
れ
る
の
を
た
だ
待
つ
だ
け
の
無
気
力
に
陥
っ
た
り
、 

阿
弥
陀 

の
慈
悲
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
か
ら
自
身
の 

努
力 

は
関
係
な
い
と
放
縦
に
は
ま
っ
た
り
す
る
の
が
、 

念
仏 

で
あ
る
。 

 

問
二 

傍
線
ロ
・ハ
・ニ
・ホ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

 

ロ
＝
現
世
に
お
け
る
仏
法
の
正
邪
へ
の
迷
い
を
、
濃
く
立
ち
込
め
る
霧
に
譬
え
て
い
る
。 

 

ハ
＝
死
後
に
堕
ち
る
無
間
地
獄
の
苦
し
み
を
、
焦
熱
の
火
炎
で
示
し
て
い
る
。 

 

ニ
＝
法
華
経
の
文
底
の
妙
法
で
あ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
。 

 

ホ
＝
欲
界
〈欲
望
に
と
ら
わ
れ
た
衆
生
が
住
む
世
界
〉･

色
界
〈欲
望
か
ら
は
離
れ
た
が
、
物
質
的
な
制
約
が
あ
る
衆
生
が
住
む
世
界
〉･

無
色
界
〈欲

望
も
物
質
的
な
制
約
も
離
れ
た
、
高
度
に
精
神
的
な
世
界
〉か
ら
な
る
、
地
獄
か
ら
天
界
ま
で
の
六
道
の
迷
い
の
衆
生
が
住
む
世
界
。 

 

問
三 

次
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
御
文
を
答
え
な
さ
い
。 

 

破
邪
＝ 

信
仰
の
寸
心
を
改
め
て 

 
 

顕
正
＝ 

実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ 

 
 

安
国 -

 
 

仏
国 

 
 

問
四 

傍
線
ヘ
に
つ
い
て
、
次
の
文
の 

 
 

に
は
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、 

 
 

に
は
あ
て
は
ま
る
御
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

 

仏
法 

の
精
神
が
脈
々
と
貫
か
れ
て
い
る
社
会
は
、
個
人
が
自
立
の
生
命
力
を
得
て
、 

生
命 

を
何
よ
り
尊
重
し
て
い
く
生
命
尊
厳
と
自 

 

他
共
の 

幸
福 

の
実
現
と
い
う
思
想
が
重
ん
じ
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
悲
惨
な 

災
難 

や 

争
乱 

の
連
鎖
を
解
決
で
き
る
社
会
な
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
一
人
一
人
が
尊
極
の
人
間
と
し
て
振
る
舞
う
社
会
に
衰
亡
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が｢

 

仏
国 

｣

で
あ
る
。 

ま
た
、
自
然
環
境
全
体･

宇
宙
全
体
が
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
世
界
、
つ
ま
り
、
人
間
同
士
、
人
間
と
自

然
と
の
豊
か
な
調
和
と
創
造
を
支
え
生
み
出
す
根
源
の
一
法
こ
そ
、
宇
宙
と 

生
命 

を
貫
く 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

な
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る｢

 

宝
土 

｣

も
ま
た
壊
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る 

幸
福 

に
満

ち
た
安
心
立
命
の
境
涯
は
、
単
に
何
も
な
い
平
穏
な
状
態
の
中
で
安
住
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
々
の 

幸
福 

、 

平
和 

の
社
会
を
建
設
す 

 

る
た
め
に
、
ど
ん
な 

困
難 

に
も
ひ
る
ま
ず
に
戦
っ
て
い
け
る
心
、
強
靭
な
精
神
こ
そ
が｢

 

禅
定 

｣

な
の
で
あ
る
。 

 

次
の
文
は
、
「第
47
章
」（
32
㌻
18
行
目
～
33
㌻
４
行
目
）の
現
代
語
訳
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

こ
れ
ら
の
経
文
に
目
を
通
し
て
詳
し
く
仏
の
言
葉
を
承
っ
て
み
る
と
、
誹
謗
の
罪
は
極
め
て
重
く
、
法
を
謗
る
罪
は
実
に
深
い
。
私(

客)

は 

 

阿
弥
陀
仏 

だ
け
を
信
じ
て
諸
仏
を
抛
ち
、
イ
浄
土
の
三
部
経
を
仰
い
で
諸
経
を
閣
い
た
の
は
、
自
分
勝
手
な
思
い
か
ら
で
は
な
く
、
ロ
先
達
の

言
葉
に
従
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
全
国
の
人
々
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
今
世
に
は
仏
性
を
そ
な
え
て
い
る
心
を
消
耗
さ
せ
、
来
世
に
は 

阿
鼻 

に

落
ち
て
し
ま
う
こ
と
は
、
経
文
に
明
ら
か
で
あ
り
法
理
は
行
き
届
い
て
い
る
。
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。< 

中
略 

> 

ハ
た
だ
私
だ
け
が
信
じ
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
、
他
の
人
の
誤
り
を
も
制
止
し
て
い
こ
う
。 

 

問
五 

 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
文
を
、
御
文
で
答
え
な
さ
い
。 

 

問
六 

傍
線
イ
・ロ
・ハ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

 

イ
＝
無
量
寿
経
・
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
の
三
経
を
い
う
。 

 

ロ
＝
法
然
を
指
す
。 

 

ハ
＝
自
他
共
の
幸
福
と
い
う｢

立
正
安
国｣

の
本
義
を
知
り
、
そ
の
こ
と
が
自
身
の
使
命
の
自
覚
と
誓
い
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
時
、
そ
の
誓
い
は
、

自
身
の
境
涯
を
大
き
く
広
げ
、
人
々
に
正
法
を
語
り
広
げ
て
い
く
原
動
力
と
な
る
。｢

立
正｣

と
は
、｢

安
国｣

が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
ど
こ
ま

で
も
貫
い
て
い
く
不
撓
不
屈
の
行
動
で
あ
る
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
③ 

／ 

立
正
安
国
論 

㈢ 
 

解
答
例 

〈 

平
成
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３
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応
版 

〉  
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立
正 -

 



     

問
一 

次
の
文
は
、
本
抄
の
背
景
と
大
意
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
㈠･

㈡
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

本
抄
は
、 

文
永 

９ 
年 

（１
２
７
２
年
）３
月
、
日
蓮
大
聖
人
が
51
歳
の
時
、 

佐
渡 

か
ら
門
下
一
同
に
与
え
ら
れ
た
お
手
紙
で
あ
る
。 

前
年
の｢

 

竜
の
口 

の
法
難 

｣
以
降
、
迫
害
の
手
は
大
聖
人
だ
け
で
な
く
門
下
に
も
及
び
、
弟
子
た
ち
は
投
獄･

所
領
没
収
な
ど
に
処
さ
れ
る
。 

そ
の
中
で
、｢

大
聖
人
が 

法
華
経 

の 

行
者 

で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
大
難
に
遭
う
の
か｣

等
の
疑
念
を
抱
き
、
厳
し
い
迫
害
を
恐
れ
て
退
転
す
る
者

が
続
出
し
た
の
あ
る
。
難
に
動
揺
す
る
弟
子
た
ち
を
案
じ
ら
れ
た
大
聖
人
は
、
先
に
、
大
聖
人
御
自
身
が 

末
法 

の 

御
本
仏 

で
あ
る
こ
と
を
示
さ

れ
た｢

 

開
目
抄 

｣

を
門
下
一
同
に
送
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
２
月
に
は｢

二
月
騒
動(

北
条
時
輔
の
乱)

｣

が
起
き
、
こ
れ
は｢

 

立
正
安
国
論 

｣

で
予
言
さ
れ
た｢

 

自
界
叛
逆 

難 
｣

の
的
中
し
た
の

で
あ
る
。
本
抄
は
、
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、｢ 

開
目
抄 

｣

の
趣
旨
を
要
約
し
て
示
さ
れ
た
御
抄
と
も
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

本
抄
に
お
い
て
、
人
間
に
と
っ
て
無
上
の
宝
で
あ
る
生
命
を
仏
法
に
さ
さ
げ
れ
ば
、
必
ず 

仏 

に
な
れ
る
と
教
え
ら
れ
、
そ
の
実
践
は
時
代
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
い
る
。
特
に
、
悪
王
と
悪
僧
が
結
託
し
て
、
正
法
の
行
者
を
迫
害
す
る 

末
法 

に
お
い
て
は
、｢

 

師
子
王 

の 

心 
｣

で
悪
と
戦
い
抜
く
人
が
必
ず 

仏 

に
な
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、｢

 

自
界
叛
逆 

難 
｣

の
的
中
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
か
ら
、
大
聖
人
こ
そ
日
本
の
人
々
に
と
っ
て｢

 

主
師
親 

の 

三
徳 

｣

を
具
え
た
存
在

で
あ
り
、
大
聖
人
を
迫
害
す
る
者
が
滅
亡
の
報
い
を
受
け
る
の
は
、 

法
華
経 

の
経
文
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
御
自
身
の
法
難
の
意
味
を
洞
察
さ
れ
、
法
難
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
世
か
ら
の 

罪
業 

を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、 

 

宿
命
転
換 

の
原
理
を
示
さ
れ
い
る
。
そ
し
て
、
大
聖
人
に
対
す
る 

退
転
者 

の
、
愚
か
な
批
判
を
一
蹴
さ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が 

 

念
仏
者 

よ
り
も
長
く 

無
間
地
獄 

に
堕
ち
る
と
、
弟
子
を
厳
し
く
戒
め
ら
れ
、
本
抄
を
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

㈠ 
 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

㈡ 

傍
線
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
漢
字
四
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

 

問
二 

次
の
御
文
つ
い
て
、
㈠
～
㈣
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

畜
生
の
心
は 

弱
き 

を
お
ど
し 

強
き 

を
お
そ
る
当
世
の
学
者
等
は 

畜
生 

の
如
し 

智
者 

の
弱
き
を
あ
な
づ
り
王
法
の
邪
を
お
そ

る
諛
臣
と
申
す
は
是
な
り 

強
敵 

を
伏
し
て
始
て
力
士
を
し
る
。 

悪
王
の 

正
法 

を
破
る
に
邪
法
の
僧
等
が
方
人
を
な
し
て
智
者
を
失
は
ん
時
は 

 
 

 
 

Ａ 
 

 
 

 

例
せ
ば 

日
蓮 

が
如
し
。 

こ
れ
お
ご
れ
る
に
は
あ
ら
ず
イ
正
法
を
惜
む
心
の
強
盛
な
る
べ
し
お
ご
れ
る
者
は
必
ず 

強
敵 

に
値
て
お
そ
る
る
心
出
来
す
る
な
り
例
せ
ば 

 

修
羅 

の
お
ご
り 

帝
釈 

に
せ
め
ら
れ
て
無
熱
池
の
蓮
の
中
に
小
身
と
成
て
隠
れ
し
が
如
し
。 

ロ
正
法
は
一
字･

一
句
な
れ
ど
も
時
機
に
叶
い
ぬ
れ
ば
必
ず
得
道
な
る
べ
し
千
経･

万
論
を
習
学
す
れ
ど
も
時
機
に
相
違
す
れ
ば
叶
う
可
ら
ず
。 

 

㈠ 
 
 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

㈡ 
 

Ａ 

に
あ
て
は
ま
る
御
文
を
答
え
な
さ
い
。 

師
子
王
の
如
く
な
る
心
を
も
て
る
者
必
ず
仏
に
な
る
べ
し 

 

㈢ 

傍
線
イ
に
つ
い
て
、
次
の
文
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

こ
の
御
文
の
前
段
に
お
い
て
、 

釈
尊 

の 

過
去
世 

の
姿
で
、
仏
法
の
た
め
に
大
切
な
自
身
の
身
命
を
さ
さ
げ
た
こ
と
を
通
し
て
、 

 

不
惜
身
命 

こ
そ
が
仏
道
修
行
を
成
就
さ
せ
る 

成
仏 

の
肝
要
で
あ
る
と
仰
せ
で
あ
る
。 

こ
こ
で
い
う｢

 

不
惜
身
命 

｣

と
は
、
決
し
て
命
を
粗
末
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、 

全 

生
命 

を
懸
け
る
覚
悟
で
真
剣
に
信
心
に
励
ん
で
い

く
こ
と
な
の
で
あ
り
、｢

大
事
の 

仏
法 

｣

の
た
め
に 

身
命 

を
さ
さ
げ
て
こ
そ
、 

仏 

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

㈣ 

傍
線
ロ
に
つ
い
て
、 
 
 

に
は
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、 

 
 

に
は
あ
て
は
ま
る
御
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

 

こ
の
御
文
の
前
段
に
お
い
て
、｢

 

仏
法
は
摂
受･

折
伏
時
に
よ
る
べ
し 

｣

と
仰
せ
で
あ
る
。｢

 

摂
受 

｣

は
、
人
々
の
機
根
に
合
わ
せ
て
法
を

説
い
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、｢

 

折
伏 

｣

は
、
極
理
の 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

を
説
き
切
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

末
法
で
は
、 

折
伏 

こ
そ
時
に
適
っ
た
実
践
で
あ
る
。
大
聖
人
は
、 

末
法 

に
お
い
て 

法
華
経 

を
流
布
す
れ
ば
、 

釈
尊 

在
世
よ

り
も
激
し
い 

怨
嫉 

が
起
こ
り
、 

大
難 

が
競
い
起
こ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
④ 

／ 

佐
渡
御
書 

 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
２
月
度｢

御
書
講
義｣

の
参
考
（２
／
18
付 

聖
教
新
聞
掲
載
） 

大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 

不 

惜 

身 

命 



     

『法
華
経
』に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

仏
教
の
創
始
者
で
あ
る 

釈
尊 

(

釈
迦
牟
尼
世
尊)

は
、｢

 

生
老
病
死 

｣

と
い
う
根
源
的
な
苦
悩
を
解
決
し
得
る
、｢

胸
中
に
具
わ
る
宇
宙
と
生

命
を
貫
く
究
極
の
法｣

で
あ
る
妙
法
に
目
覚
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
釈
尊
は
『ブ
ッ
ダ
』と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

釈
尊
の
教
え
は
、
口
伝
え
で
伝
承
さ
れ
、
や
が
て
幾
世
紀
に
わ
た
り
整
理
さ
れ
、
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る
。
『
法
華
経
』
は
、
釈
尊
の
本
意
で
あ
る 

｢
 

万
人
の
成
仏 

｣

を
実
現
す
る
最
も
根
本
の
教
え
を
説
い
た
経
典
で
あ
る
。
や
が
て
、
『法
華
経
』は
中
国
で
幾
度
と
な
く
漢
語
に
翻
訳
さ
れ
、
５
世

紀
に 

鳩
摩
羅
什 

が
翻
訳
し
た
『 

妙
法
蓮
華
経 

』が
優
れ
た
名
訳
と
し
て
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
る
。 

中
国
の 

天
台
大
師 

･

日
本
の 

伝
教
大
師 

は
、
法
華
経
に
対
す
る
注
釈
書
を
著
し
て
、
諸
経
典
の
中
で
法
華
経
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
土
壌
の
中
で
、
法
華
経
の
根
本
目
的
で
あ
る
、｢

人
間
の
無
限
の
尊
厳
性｣

の
開
花
が
図
ら
れ
、
発
展
的
に
継
承･

実
践
さ
れ

て
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
に
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
聖
人
は
『顕
仏
未
来
記
』で
、｢

安
州
の
日
蓮
は
恐
く
は
三
師
に
相
承
し
法
華
宗
を
助
け

て
末
法
に
流
通
す
三
に
一
を
加
え
て 

三
国
四
師 

と
号
く｣

(
御
書
５
０
９
㌻)

と
仰
せ
に
な
っ
て
い
る
。 

法
華
経
に
は
、
釈
尊
が
説
い
て
い
る
法
華
経
そ
の
も
の
の
他
に
、
過
去
の
仏
た
ち
が
説
い
た
法
華
経
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
説
か
れ
て
い
る
教
え
に
は

種
々
の
違
い
が
あ
る
が
、 

成
仏 

の
た
め
の
極
理
は
一
つ
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
法
華
経
な
の
で
あ
る
。 

大
聖
人
は
、
釈
尊
の
『 

法
華
経 

二
十
八
品
』
、
天
台
大
師
の
『 

摩
訶
止
観 

』
、
大
聖
人
御
自
身
の
『 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

』
を
、
い
ず
れ
も 

 

成
仏 

の
根
本
法
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ｢

 

正
法 

時
代
の
法
華
経｣

、｢
 

像
法 

時
代
の
法

華
経｣

、｢
 

末
法 

時
代
の
法
華
経｣

と
戸
田
先
生
は
位
置
付
け
ら
れ
て
、
『三
種
の
法
華
経
』と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

法
華
経
は
、
二
度
の｢

 

霊
鷲
山 

｣

と｢
 

虚
空 

｣

で
説
法
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
『 
二
処
三
会 

』と
い
う
。 

 

前 

霊
鷲
山 

会 

で
は
、 

迹
門 
の
中
心
と
な
る
、
『 

諸
法
実
相 

』〈 

方
便
品 

第

二
〉
と
『 

二
乗
作
仏 

』〈
譬
喩
品
第
三
～
人
記
品
第
九
〉
の
二
つ
の
法
理
が
説
法
さ
れ
る
。 

 

方
便
品 

第
二
で
説
か
れ
て
い
る
『 
諸
法
実
相 

』と
は
、｢

 

諸
法 

｣

〔
現
実
世
界

に
お
け
る
す
べ
て
の
現
象
＝
も
の
ご
と
〕
と｢

 
実
相 
｣

〔
真
実
の
す
が
た･

究
極
の
真
理
〕

と
が
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、｢

 

諸
法 

｣

は
そ
の
ま
ま｢

 

実
相 

｣

の
現
れ
で
あ
り
、 

｢
 

実
相 

｣

は
決
し
て｢

 

諸
法 

｣

か
ら
離
れ
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
仏
が

覚
知
し
た｢

万
物
の
真
実
の
す
が
た｣

な
の
で
あ
る
。
日
蓮
大
聖
人
は
、
天
台
大
師
の
注
釈
を

ふ
ま
え
て
、｢

 

諸
法 

｣

と
は
具
体
的
に
は 

十
界 

の
衆
生
と
そ
の
環
境
世
界
で
あ
り
、 

｢
 

実
相 

｣

と
は 

妙
法
蓮
華
経 

で
あ
る
と
、
次
の
御
文
で
明
確
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

｢

下
地
獄
よ
り
上
仏
界
ま
で
の 

十
界 

の
依
正
の
当
体･

悉
く
一
法
も
の
こ
さ
ず 

 

妙
法
蓮
華
経 

の
す
が
た
な
り｣

(

御
書
１
３
５
８
㌻)

と
。 

す
な
わ
ち
、
『 

諸
法
実
相 

』が
説
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
界
の
衆
生
そ
の
も
の
が
、

本
質
的
に
す
べ
て 

妙
法
蓮
華
経 

(
 

諸
法 

)

と
し
て
平
等
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、 

方
便
品 

で
は｢

衆
生
に
仏
知
見
を
開
か
せ･

示
し･

悟
ら
せ
、
仏
知
見
を
得

る
道
に
入
ら
せ
る｣

(

法
華
経
１
６
７
㌻)

―
万
民
の
生
命
に
平
等
に
具
わ
る
仏
知
見(

仏
の
智
慧

の
境
涯)

を
開
か
せ
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
践
を
行
っ
て
、
一
切
衆
生
を 

成
仏 

さ
せ
て
、
仏

自
身
と
等
し
い
仏
の
境
涯
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
【 

如
我
等
無
異 

】
こ
そ
仏
た
ち
の 

 

出
世
の
本
懐 

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。 

続
い
て
、
譬
喩
品
第
三
か
ら
人
記
品
第
九
で
は
、
法
華
経
以
外
の
諸
経
で
明
か
さ
れ
た
声

聞･

縁
覚
や
菩
薩
の
覚
り
を
得
る
た
め
の
三
つ
の
教
え(

 

三
乗 

)

は
、
法
華
経
で
明
か
さ
れ

た 

成
仏 

の
た
め
の
教
え(

 

一
乗 

)

へ
導
く
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
、
『法
華
経
の

七
譬
』の
う
ち
、｢

三
車
火
宅
の
譬
え｣

〈譬
喩
品
第
三
〉、｢

長
者
窮
子
の
譬
え｣

〈信
解
品
第
四
〉、

｢

三
草
二
木
の
譬
え｣

〈薬
草
喩
品
第
五
〉を
用
い
て
、 

開
三
顕
一 

が
示
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
法
師
品
第
十
で
は
、
釈
尊
滅
後
の
悪
世
【 

猶
多
怨
嫉･

況
滅
度
後 

】に
お
い
て
、

だ
れ
が 

法
華
経 

を
弘
通
し
て
衆
生
を
救
う
の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
説
法
の
場
は 

 

虚
空 

会 

へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑤ 

／ 

法
華
経 

(

前
篇) 

 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 

序
品 

第
一 

 

方
便
品 

 

第
二 

譬
喩
品 

第
三 

信
解
品 

第
四 

薬
草
喩
品 

第
五 

授
記
品 

第
六 

化
城
喩
品 

第
七 

五
百
弟
子
受
記
品 

第
八 

授
学
無
学
人
記
品 

第
九 

 

法
師
品 

 

第
十 

見
宝
塔
品 

第
十
一 

提
婆
達
多
品 

第
十
二 

勧
持
品 

第
十
三 

安
楽
行
品 

第
十
四 

従
地
涌
出
品 

第
十
五 

如
来
寿
量
品 

第
十
六 

分
別
功
徳
品 

第
十
七 

随
喜
功
徳
品 

第
十
八 

法
師
功
徳
品 

第
十
九 

常
不
軽
菩
薩
品 

第
二
十 

如
来
神
力
品 

第
二
十
一 

嘱
累
品 

第
二
十
二 

薬
王
菩
薩
本
事
品 

第
二
十
三 

妙
音
菩
薩
品 

第
二
十
四 

観
世
音
菩
薩
普
門
品 

第
二
十
五 

陀
羅
尼
品 

第
二
十
六 

妙
荘
厳
王
本
事
品 

第
二
十
七 

普
賢
菩
薩
勧
発
品 

第
二
十
八 

 虚 空 会 後 霊 鷲 山 会 前 霊 鷲 山 会 

本 門 迹 門 



     

『法
華
経
』に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

七
宝
で
飾
ら
れ
た
巨
大
な
宝
塔
が
出
現
し
、
虚
空(

空
中)

に
浮
か
び
、
宝
塔
中
の
多
宝
如

来
が 

多
宝
の
証
明 

を
行
う
。
十
方
の
世
界(

全
宇
宙)

か
ら
、
一
切
の
仏･

菩
薩
が
来
集
し
、

釈
尊
が
宝
塔
の
中
で
多
宝
如
来
と
並
ん
で
座
る
（ 

二
仏
並
座 

）。 

 

霊
鷲
山 

の
聴
衆
も
仏
の
神
通
力
に
よ
っ
て
、
虚
空
に
浮
か
び
、 

虚
空 

で
の
説
法

が
始
ま
る
。
釈
尊
の
滅
後
の
弘
教
の
難
し
さ
を
【 

六
難
九
易 

】
を
も
っ
て
説
き
、
菩
薩
た

ち
へ
弘
教
の
決
意
を
促
す
の
で
あ
る
。〈 

宝
塔
品 

第
十
一
〉 

そ
し
て
、 

提
婆
達
多 

の
成
仏
【 

悪
人
成
仏 

】
と
竜
女
の
成
仏
【 

女
人
成
仏 

】
を

明
か
す
。〈 

提
婆
達
多
品 

第
十
二
〉 

や
が
て
、
悪
世
で
法
華
経
を
弘
通
す
る
者
を
迫
害
す
る
【 

三
類
の
強
敵 

】
を
恐
れ
ず
に

弘
教
す
る
こ
と
を
菩
薩
た
ち
が
誓
う
。〈 

勧
持
品 

第
十
三
〉 

続
い
て
、
摂
受
の
修
業
と
し
て
、
身･

口･

意･

誓
願
の
四
安
楽
行
を
説
く
。
大
聖
人
は
『
御

義
口
伝
』
で
、｢
妙
法
蓮
華
経
を
安
楽
に
行
ぜ
む
事
末
法
に
於
て
今
日
蓮
等
の
類
い
の
修
行
は

妙
法
蓮
華
経
を
修
行
す
る
に
難
来
る
を
以
て
安
楽
と
意
得
可
き
な
り｣

(

御
書
７
５
０
㌻)

―
妙

法
蓮
華
経
を
安
楽
に
行
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
末
法
に
お
い
て
御
本
尊
を
信
じ
、
自
行
化
他

に
わ
た
る
仏
道
修
行
を
励
め
ば
、
必
ず
難
が
起
き
て
く
る
。
こ
の
こ
と
が
、
実
は
安
楽
で
あ

る
と
意
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い

―
と
仰
せ
で
あ
る
。〈
安
楽
行
品
第
十
四
〉 

仏
の
滅
後
の
弘
教
の
許
し
を
請
う
菩
薩
た
ち
を
釈
尊
が
制
止
す
る
と
、 

四
菩
薩
□ 

(
 

上
行 

菩
薩 

･
 

無
辺
行 

菩
薩 

･
 

浄
行 

菩
薩 

･
 

安
立
行 

菩
薩 

)

を
上
首
と
す 

る
無
数
の
【 

地
涌 

の 

菩
薩 

】た
ち
が
大
地(

迹
門)

を
割
っ
て
、 

虚
空 

(

本
地)

へ
と
涌
き
出
て
く
る
。
彼
ら
は
久
遠
の
昔
か
ら
、
釈
尊
に
教
化

さ
れ
て
お
り
、 

釈
尊 

と
同
じ
仏
と
し
て
の
境
涯
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
。〈 

涌
出
品 

第
十
五
〉 

い
よ
い
よ
、
釈
尊
が 

開
近
顕
遠 

を
明
か
す
。
法
華
経
迹
門
ま
で
は
、
釈
尊
が
過
去
世
に
仏
道
修
行
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
そ
の
功
徳
の
報
い
と

し
て
初
め
て
成
仏
し
た
『 

始
成
正
覚 

』
と
さ
れ
て
い
た
が
、
五
百
塵
点
却
と
い
う
、
は
る
か
昔
の
久
遠
に
成
仏
し
て
い
た
こ
と
【 

久
遠
実
成 

】

を
明
か
す
。
ほ
と
ん
ど
無
限
に
等
し
い
長
遠
な
時
間
は
、
仏
界
の
生
命
が
常
住
で
あ
り
、
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
く
。
菩
薩
と
し
て
の
寿
命
が

永
続
し
て
い
る
釈
尊
は
、
一
旦
は
方
便
と
し
て
入
滅
す
る
『 

方
便
現
涅
槃 

』を
説
き
、
入
滅
し
て
も
な
お
永
遠
の
仏
は
、
九
界
の
凡
夫
た
ち
が
住
む 

 

娑
婆 

世
界 

に
常
住
し
て
お
り
、
衆
生
が
身
命
を
惜
し
ま
ず
仏
道
に
励
む
な
ら
、
い
つ
で
も
姿
を
示
す
と
説
き
、 

娑
婆 

世
界 

こ
そ
が
永
遠
の
仏

の
住
む 

常
寂
光
土 

で
あ
る
『 

娑
婆
即
寂
光 

』と
明
か
す
。〈 

寿
量
品 

第
十
六
〉 

釈
尊
滅
後
に
法
華
経
を
受
持
し
弘
通
す
る
功
徳
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
る
。〈
分
別
功
徳
品
第
十
七
～
法
師
功
徳
品
第
十
九
〉 

 

釈
尊 

自
身
も
過
去
世
に
【 

不
軽
菩
薩 

】と
し
て
、
慢
心
の
人
々
か
ら
杖
で
襲
い
か
か
れ
た
り
、
石
を
投
げ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
の
迫
害
に
あ

っ
て
も
、
忍
耐
強
く
、
礼
拝
行
を
貫
き
通
す
こ
と
で
成
仏
し
た
こ
と
を
、
『 

二
十
四 

文
字
の 

法
華
経 

』《
我
深
敬
汝
等 

不
敢
軽
慢 

所
以
者
何 

汝

等
皆
行
菩
薩
道 

当
得
作
仏(

我
れ
は
深
く
汝
等
を
敬
い
、
敢
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
何
ん
、
汝
等
は
皆
な
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ

し)

》(

法
華
経
５
６
７
㌻)

を
も
っ
て
説
く
。
こ
こ
に
は
、
万
人
の
生
命
に
は 

仏
性 

が
内
在
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
生
命
を 

敬
う 

と

い
う 

法
華
経 

の
思
想
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。〈 

不
軽
品 

第
二
十
〉 

 

上
行 

菩
薩 

ら
は
、
仏
の
滅
後
に
真
実
の
大
法
を
弘
め
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
れ
を
受
け
て
釈
尊
か
ら
滅
後
の
弘
教
を 

付
嘱 

さ
れ
る
。 

こ
の 

付
嘱 

の
通
り
、
末
法
の
初
め
に
出
現
し
、 

妙
法
蓮
華
経 

を
説
き
示
し
弘
通
さ
れ
た
の
が 

日
蓮
大
聖
人 

で
あ
る
。
こ
の
意
義
か
ら
、

大
聖
人
御
自
身
こ
そ
【 

地
涌 

の 

菩
薩 

】、
な
か
ん
ず
く 

上
行 

菩
薩 

な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『諸
法
実
相
抄
』で
、｢

い
か
に
も
今
度･

信
心
を
い
た

し
て 

法
華
経 

の 

行
者 

に
て
と
を
り
、 

日
蓮 

が
一
門
と
な
り
と
を
し
給
う
べ
し
、 

日
蓮 

と
同
意
な
ら
ば 

地
涌 

の 

菩
薩 

た
ら
ん
か
、 

 

地
涌 

の 

菩
薩 

に
さ
だ
ま
り
な
ば 

釈
尊 

久
遠
の 

弟
子 

た
る
事
あ
に
疑
は
ん
や｣

(

御
書
１
３
６
０
㌻)

と
仰
せ
の
よ
う
に
、
大
聖
人
の
御
精
神
の

通
り
、
広
布
の
実
践
に
励
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、
す
べ
て
【 

地
涌 

の 

菩
薩 

】で
あ
り
、
末
法
の
御
本
仏･

 

日
蓮
大
聖
人 

の
直
結
の
弟
子

な
の
で
あ
る
。〈 

神
力
品 

第
二
十
一
〉
そ
し
て
、
一
切
の
諸
菩
薩･

諸
天
善
神
に
弘
教
を
託
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。〈
嘱
累
品
第
二
十
二
〉 

そ
う
し
て
、
一
切
の 

付
嘱 

の
儀
式
で
あ
る
『 

虚
空 

会 

の
儀
式
』の
幕
が
閉
じ
る
。
釈
尊
滅
後
の 

後
の
五
百
歳 

に 

閻
浮
提 

に
法
華
経

を
広
宣
流
布
す
る
よ
う
に
促
し
、
薬
王･

妙
音･

観
世
音･

普
賢
な
ど
の
菩
薩
た
ち
や
毘
沙
門
天･

十
羅
刹
女
ら
諸
天
善
神
が
法
華
経
を
受
持
す
る
人
々
を

守
護
す
る
こ
と
を
誓
う
。
〈薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
～
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
〉 

 

見 

宝
塔
品 

 
第
十
一 

 

提
婆
達
多
品 

 
第
十
二 

 

勧
持
品 

 

第
十
三 

安
楽
行
品 

第
十
四 

 

従
地 

涌
出
品 

 

第
十
五 

 

如
来 

寿
量
品 

 

第
十
六 

分
別
功
徳
品 

第
十
七 

随
喜
功
徳
品 

第
十
八 

法
師
功
徳
品 

第
十
九 

 

常 

不
軽
菩
薩
品 

 

第
二
十 

 

如
来 

神
力
品 

 

第
二
十
一 

嘱
累
品 

第
二
十
二 

薬
王
菩
薩
本
事
品 

第
二
十
三 

妙
音
菩
薩
品 

第
二
十
四 

観
世
音
菩
薩
普
門
品 

第
二
十
五 

陀
羅
尼
品 

第
二
十
六 

妙
荘
厳
王
本
事
品 

第
二
十
七 

普
賢
菩
薩
勧
発
品 

第
二
十
八 

本 門 迹 門 

後 霊 鷲 山 会  虚 空 会 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑥ 

／ 

法
華
経 

(

後
篇) 

 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
法
華
経
の
構
成･

概
要
（別
紙
） 

大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 



    

次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

法
華
経
に
説
か
れ
て
い
る
一
切
衆
生
の 

成
仏 

の
原
理
を
、
中
国
の 

天
台
大
師 

が
、
『 

摩
訶
止
観 

』の
中
で
、
万
人
が
本
来
的
に
成
仏
す

る
要
因
を
具
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
、
万
人
成
仏
の
理
論
性
を
明
か
し
た
の
が 

一
念
三
千 

の
法
門
で
あ
る
。 

日
蓮
大
聖
人
は
、
凡
夫
の
身
を
も
っ
て
、
成
仏
の
す
が
た･

ふ
る
ま
い(

仏
の
境
地)

を
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の
御
本
尊
を
顕
さ
れ
る
こ
と
で
、

万
人
成
仏
を
理
論
的
に
可
能
に
し
た 

一
念
三
千 

の
法
門
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

｢

一
念｣

と
は
、
我
々
一
人
一
人
の
瞬
間
瞬
間
の
生
命
の
こ
と
で
あ
る
。｢

三
千｣

と
は
、｢

諸
法｣

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
現

象･

は
た
ら
き
を
い
う
。
一
念
に
三
千
の
諸
法
が
具
わ
り
、
一
念
が
三
千
の
諸
法
に
遍
く
広
が
る
こ
と
を
説
い
た
の
が 

一
念
三
千 

の
法
理
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
瞬
間
瞬
間
の
わ
が
生
命
に
〝
無
限
の
可
能
性
〟
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
自
身
の
一
念
が
変
わ
れ
ば
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
り
、
つ

い
に
は
世
界
を
も
変
え
て
い
け
る
と
い
う
希
望
と
変
革
の
原
理
が 

一
念
三
千 

の
法
理
で
あ
る
。 

こ
の
法
理
の
意
義
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、｢
一
人
の
人
間
に
お
け
る
偉
大
な 

人
間
革
命 

は
、
や
が
て
一
国
の
宿
命
の
転
換
を
も
成
し

遂
げ
、
さ
ら
に
全
人
類
の
宿
命
の
転
換
を
も
可
能
に
す
る｣
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
池
田
先
生
の
小
説
『人
間
革
命
』の
主
題
で
あ
る
。 

大
聖
人
は｢

観
心
本
尊
抄｣

で
、 

一
念
三
千 

に
つ
い
て
示
し
た 

天
台
大
師 

の
『 

摩
訶
止
観 

』を
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

｢

心
に
は
十
界
が
具
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
界
に
、
さ
ら
に
十
界
が
具
わ
っ
て
い
る
の
で
、
百
界
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
界
に
三
十
種
の

世
間
が
具
わ
っ
て
い
る
の
で
、
百
界
に
は
、
す
な
わ
ち
三
千
種
の
世
間
が
具
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
千
種
の
世
間
は
、
一
念
の
心
に
あ
る
。
も
し
心
が
無

け
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
心
が
あ
る
な
ら
、
そ
こ
に
三
千
種
の
世
間
が
具
わ
る
の
で
あ
る｣

（通
解
＝
御
書
２
３
８
㌻
） 

わ
ず
か
で
も
我
々
の｢

一
念
の
心｣

が
あ
る
と
こ
ろ
、｢

 

三
千
種 

の 

世
間 

｣
が
具
わ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

｢

三
千｣

と
は
、
十
界
互
具
と
十
如
是
、
そ
し
て
三
世
間
を
合
わ
せ
て
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。〈
百
界×

十
如
是×

三
世
間
＝
三
千
〉 

十
界
と
十
如
是
と
三
世
間
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
角
度
か
ら
生
命
と
そ
の
因
果
の
法
則
を
と
ら
え
た
法
理
を
総
合
し
、
我
々
の
生
命
と
世
界

の
全
体
観
を
示
し
た
も
の
が 

一
念
三
千 

で
あ
る
。 

大
聖
人
は
、
「 

一
念
三
千 

は
十
界
互
具
よ
り 

こ
と
は
じ
ま
れ
り
」（同
１
８
９
㌻
）
、
「 

一
念
三
千 

は
九
界
即
仏
界･

仏
界
即
九
界
と
談
ず
」（同
２
５
６

㌻
）
と
仰
せ
の
よ
う
に
、
十
界
互
具
は 

一
念
三
千 

の
中
核
の
原
理
と
な
る
。 

法
華
経
以
外
の
経
典
で
は
、
十
界
〈 

地
獄 

界 

・ 

餓
鬼 

界 

・ 

畜
生 

界 

・ 

修
羅 

界 

・ 
人 

界 

・ 

天 

界 

・ 

声
聞 

界 

・ 

 

縁
覚 

界 

・ 

菩
薩 

界 

・ 

仏 

界 

〉は
あ
る
界
か
ら
他
の
界
に
移
れ
る
の
は
、
死
後
、
来
世
で
生
ま
れ
る
時
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

命
が
固
定
さ
れ
た
境
涯
で
あ
っ
た
が
、
法
華
経
で
は
、
仏
界
を
除
く
九
界
の
衆
生
に
仏
界
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
ま
た
逆
に
、
仏
に
も
九
界

が
具
わ
る
こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
界
の
各
々
の
生
命
に
十
界
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、 
十
界
互
具 

と
い
う
。 

こ
れ
は
、
仏
と
九
界
の
衆
生
が
と
も
に
十
界
を
具
え
て
お
り
、
本
質
的
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
ど
の
よ
う
な
生
命
の
境
涯
に
あ
る
衆
生
で

も
、
正
し
い
縁
に
応
じ
て
仏
界
を
現
し
、
成
仏
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
我
々
が
日
々
読
誦
し
て
い
る
法
華
経
方
便
品
第
二
に
、
仏
が
覚
っ
た｢

諸
法
実
相｣

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

「
唯
仏
と
仏
の
み
乃
し
能
く
諸
法
の
実
相
を
究
尽
し
た
ま
え
り
。
所
謂
諸
法
の
、 

如
是 

相 

・ 

如
是 

性 

・ 

如
是 

体 

・ 
如
是 

力 

・ 

 

如
是 

作 

・ 

如
是 

因 

・ 

如
是 

縁 

・ 

如
是 

果 

・ 

如
是 

報 

・ 

如
是 

本
末
究
竟
等 

な
り｣

（法
華
経
１
０
８
㌻
） 

諸
法
実
相
を
把
握
す
る｢

如
是
〈こ
の
よ
う
な
〉｣

で
始
ま
る
10
の
項
目
を 

十
如
是 

と
呼
び
、
生
命
境
涯
の
因
果
の
法
則
を
示
し
て
い
る
。 

 

力 

・・・内
在
し
て
い
る
力･

潜
在
的
能
力 

 

 

作 

・・・内
在
し
て
い
る
力
が
外
界
に
現
れ
、
他
に
も
は
た
ら
き
か
け
る
作
用 

 

因 

・・・内
在
し
て
い
て
、
結
果
を
生
み
出
す
直
接
的
原
因 

 

 

縁 

・・・外
か
ら｢

因｣

に
は
た
ら
き
か
け
、
結
果
へと
導
く
補
助
的
原
因 

 

果 

・・・｢

因｣

に｢

縁｣

が
結
合(

和
合)

し
て
内
面
に
生
じ
た
目
に
見
え
な
い
結
果 

 

報 

・・・そ
の｢

果｣

が
時
や
縁
に
応
じ
て
外
に
現
れ
出
た
報
い 

 

 

本
末
究
竟
等 

・・・こ
れ
以
外
の
九
つ
の
如
是
が
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る 

ま
た
、
先
の｢

三
千
種
の
世
間｣

の｢

世
間｣

と
は
、
差
異･

違
い
の
こ
と
を
意
味
し
、
十
界
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
は
、
三
つ
の
次
元
に
現
れ
る
。 

衆
生
は
そ
の
生
命
境
涯
に
十
界
の
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
を｢

 

衆
生 

世
間 

｣

と
い
う
。 

仏
教
で
は
、
こ
の
衆
生
の
構
成
要
素
の
意
味
と
し
て
五
陰
を
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
は
五
陰
が
集
ま
っ
て
仮
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
常
に
変

化
し
て
お
り
、
実
体
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
十
界
の
衆
生
の
違
い
は
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
五
陰(

色･

受･

想･

行･

識)

に
も
あ
る
。 

｢
 

色 

陰 
｣

と
は
、
生
命
体
を
構
成
す
る
物
質
的
側
面
。｢

 

受 

陰 
｣

と
は
、
知
覚
器
官
で
あ
る
六
根(

眼
根･

耳
根･

鼻
根･

舌
根･

身
根･

意
根)

を

通
し
て
外
界
を
受
け
入
れ
る
知
覚
の
は
た
ら
き
。｢

 

想 

陰 
｣

と
は
、
受
け
入
れ
た
も
の
を
心
に
思
い
浮
か
べ
る
は
た
ら
き
。｢

 

行 

陰 
｣

と
は
、
想

陰
に
基
づ
い
て
思
い
浮
か
べ
た
も
の
を
行
為
へ
と
結
び
つ
け
、
意
志
や
欲
求
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
作
用
。｢

 

識 

陰 
｣

と
は
、
認
識･

識
別
す
る

は
ら
た
き
を
い
い
、
こ
の
よ
う
な
五
陰
に
お
け
る
十
界
の
違
い
を｢

 

五
陰 

世
間 

｣

と
い
う
。 

ま
た
、
衆
生
の
十
界
の
生
命
境
涯
の
違
い
に
応
じ
て
、
住
す
る
国
土･

環
境
に
も
十
界
の
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
を｢

 

国
土 

世
間 

｣

と
い
う
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑦ 

／ 

教
学
講
釈
㈠
〈
一
念
三
千
〉 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  
法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 

い
ま 

よ 

く 

じ
ん 

い
わ
ゆ
る 

あ
ま
ね 

お
ん 

げ
ん 

に 

生命が変化していく 

因果の法則を示す 

〈本体に具わる機能面〉 

 

相 

・・・表
面
に
現
れ
て
絶
え
間
な
く
移
り
変
わ
る 

形･

様
相 

 

性 

・・・内
に
あ
っ
て
一
貫
し
て
い
る
性
質･

性
分 

 

体 

・・・｢

相｣

と｢

性｣

を
具
え
た
主
体 

〈事
物
の
本
体
部
分
〉 



     

次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

日
蓮
大
聖
人
は
、｢
此
の
御
本
尊
全
く
余
所
に
求
る
事
な
か
れ･

只
我
れ
等
衆
生
の
法
華
経
を
持
ち
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
う
る
胸
中
の
肉
団
に
お

は
し
ま
す
な
り｣

（御
書
１
２
４
４
㌻
）
と
、
仰
せ
で
あ
る
。 

あ
ら
ゆ
る
仏
を
仏
た
ら
し
め
て
い
る
根
源
の
法
そ
の
も
の
を
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

で
あ
る
と
明
か
さ
れ
、
こ
の
根
源
の
法
と
一
体
と
な
っ
た
大

聖
人
御
自
身
の
御
生
命
を
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

に
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

我
々
は
、
こ
の 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
の 

御
本
尊 

を
信
受
す
る
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
自
ら
の
生
命
に 

仏
界 

を
涌
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
が
、
大
聖
人
の
成
仏
観
で
あ
る
。
法
華
経
以
外
の
諸
経
で
は
、 

成
仏 

を
説
い
て
い
て
も
、
二
乗
（ 

声
聞 

･
 

縁
覚 

）･

悪
人･

女
人
や
、

何
度
も
何
度
も
生
死
を
繰
り
返
し
て
仏
道
修
行
を
行
い
、 

凡
夫 

（九
界
）の
境
涯
を
脱
し
て
仏
の
境
涯
に
到
達
さ
れ
な
い
と
、 

成
仏 

す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
法
華
経
以
外
の
諸
経
で
は
、 

十
界
互
具 

･
 

一
念
三
千 

の
法
理
が
明
か
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
、 

九
界 

と
仏
界
は
相
い
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
法
華
経
で
は 

十
界
互
具 

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、 

成
仏 

と
は
『 

仏 

と
い
う
特
別
な
存
在
に
成
る
』こ
と
で
は
な
く
、

自
身
の
九
界
の
身
に
『 

仏
界 

の
生
命
境
涯
を
開
く
』こ
と
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
る
。 

大
聖
人
は｢

御
義
口
伝｣

に
お
い
て
、｢

我
等
が
頭
は
妙
な
り
喉
は
法
な
り
胸
は
蓮
な
り
胎
は
華
な
り
足
は
経
な
り
此
の
五
尺
の
身
妙
法
蓮
華
経
の
五

字
な
り
、
此
の
大
事
を
釈
迦
如
来･

四
十
余
年
の
間
隠
密
し
た
も
う
な
り
今
経
の
時
説
き
出
し
た
も
う
此
の
大
事
を
説
か
ん
が
為
に
仏
は
出
世
し
た
も

う
我
等
が
一
身
の
妙
法
五
字
な
り
と
開
仏
知
見
す
る
時･

即
身
成
仏
す
る
な
り｣
（同
７
１
６
㌻
）
と
も
、
仰
せ
で
あ
る
。 

 

ま
た
、｢

日
蓮
が 

た
ま
し
ひ 

を 

す
み 

に
そ
め
な
が
し
て･

 

か
き
て 
候
ぞ
信
じ
さ
せ
給
へ
、
仏
の
御
意
は 

法
華
経 

な
り
日
蓮
が･

 

 

た
ま
し
ひ 

は 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

に･

す
ぎ
た
る
は
な
し｣

（同
１
１
２
４
㌻
）
と
仰
せ
に
な
ら
れ
て
い
る
。 

御
本
尊
は
、
根
源
の
妙
法
で
あ
る 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

を
自
身
の
う
ち
に
覚
知
し
て
、
開
き
顕
し
、
体
得
さ
れ
た
大
聖
人
の
仏
の
生
命
境
涯
（仏

界
）を
顕
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

を
、
大
聖
人
は
、
法
華
経
の 

虚
空
会 

の
儀
式
を
用
い
て
、
曼
荼
羅
と
し
て
顕
さ
れ
た
。 

 

虚
空
会 

は
、
多
宝
如
来
の 

宝
塔 

が
出
現
し
、
虚
空
に
浮
か
ぶ 

宝
塔
品 

第
十
一
か
ら
、 
宝
塔 

が
閉
じ
ら
れ
る 

嘱
累
品 

第
二

十
二
ま
で
に
わ
た
る
。
そ
の
核
心
は
、 

久
遠 

の 

仏 

で
あ
る
と
い
う
本
地
を
明
か
し
た
釈
尊
が
、
久
遠
の
弟
子
で
あ
る 

地
涌 

の 

菩
薩 

を
呼

び
出
し
、
自
身
の
滅
後
の
悪
世
に 

法
華
経 

を
広
め
て
人
々
を
救
い
導
く
こ
と
を
託
す
こ
と
〈 

付
嘱 

〉で
あ
る
。
こ
れ
は
、 

涌
出
品 

第
十
五
か

ら 

嘱
累
品 

第
二
十
二
ま
で
の
八
品
に
説
れ
て
お
り
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

は
、
こ
の 

付
嘱 
の
儀
式
を
模
し
て
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
聖
人
は
女
性
門
下
の
お
手
紙
の
中
に
、｢

竜
樹
天
親
等･

天
台
妙
楽
等
だ
に
も
顕
し
給
は
ざ
る
大
曼
荼
羅
を･

末
法
二
百
余
年
の
比

は
じ
め
て
法
華
弘
通
の
は
た
じ
る
し
と
し
て
顕
し
奉
る
な
り
、
是
全
く
日
蓮
が
自
作
に
あ
ら
ず･

･
･
･
･
･

さ
れ
ば
首
題
の
五
字
は
中
央
に
か
か
り･

天
王

は
宝
塔
の
四
方
に
坐
し･

釈
迦･

多
宝･

本
化
の
四
菩
薩
肩
を
並
べ･

･
･
･
･
･

総
じ
て
序
品
列
坐
の
二
界
八
番
の
雑
衆
等
一
人
も
も
れ
ず
、
此
の
御
本
尊
の

中
に
住
し
給
い
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本
有
の
尊
形
と
な
る
是
を
本
尊
と
は
申
す
な
り｣

（同
１
２
４
３
㌻
）
と
仰
せ
で
あ
る
よ
う
に
、
御
本
尊
の

中
央
に
認
め
ら
れ
た 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

は
虚
空
会
の 

宝
塔 

を
模
し
て
お
り
、 

虚
空
会 

に
お
け
る 

釈
尊 

･
 

多
宝 

如
来
や
上
行
菩

薩
な
ど
の 

地
涌 

の 

菩
薩 

は
、
本
来
的
に
私
た
ち
の
生
命
に
具
わ
る 

仏 

界 

や 

菩
薩 

界 

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
拝
さ
れ
る
。 

 

虚
空
会 

に
は
、
声
聞
や
諸
天
善
神
や
、
そ
の
他
の
衆
生
も
集
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、 

御
本
尊 

に
は
、
十
界
の
衆
生
の
代
表
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、 

御
本
尊 

に
は
、
私
た
ち
の
生
命
の
十
界･

森
羅
万
象
が
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
わ
っ
て
お
り
〈 

輪
円
具
足 

〉
、
十
界
の

優
れ
た
特
性
が
集
ま
っ
て
い
る
〈 

功
徳
聚 

〉こ
と
を
示
し
て
る
。
し
か
も
、 

十
界
具
足 

の
曼
荼
羅
で
あ
る 

御
本
尊 

は
、 

一
念
三
千 

の

法
門
の
中
核
の
原
理
で
あ
る 

十
界
互
具 

の
法
理
を
、
端
的
に
示
し
て
お
り
、 

天
台
大
師 

が
『 

摩
訶
止
観 

』で
説
き
示
し
た 

一
念
三
千 

 

の
法
門
は
、 

万
人
成
仏 

の
理
論
的
な
可
能
性
を
明
か
し
た
に
過
ぎ
ず
、
理
の
上
の
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
大
聖
人
が 

凡
夫 

の
御
自
身
の
身
に
開
か
れ
た
仏
の
境
地
を
直
ち
に
顕
さ
れ
た 

御
本
尊 

は
、 

一
念
三
千 

を
具
体
的
に

示
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、 

事 

の 

一
念
三
千 

と
拝
す
。 

さ
ら
に
、
先
の
御
文
中
の｢

法
華
弘
通
の
は
た
じ
る
し｣

の
よ
う
に
、 

御
本
尊 

は
、 

付
嘱 

で
の
儀
式
の
意
義
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

我
々
が
、
大
聖
人
御
自
身
の
身
に
開
き
顕
さ
れ
た
妙
法･

仏
界
が
御
図
顕
さ
れ
た 

御
本
尊 

を
信
じ
拝
す
る
時
、
我
々
自
身
に
具
わ
る
妙
法･

仏
界

を
直
ち
に
見
る
こ
と
に
な
る
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

は
、
大
聖
人
が
万
人
に 

仏 

界 

が
具
わ
る
と
い
う 

法
華
経 

の
経
文
上
に

説
か
れ
た
教
え
を
深
く
掘
り
下
げ
て
、 

文
底 

に
沈
め
ら
れ
て
い
た 

成
仏 

の
根
源
の
法
そ
の
も
の
を
直
ち
に
説
き
示
し
、
我
々
が
現
実
に
成
仏

す
る
た
め
に
実
践
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
に
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

御
本
尊 

は
、
凡
夫
の
我
々
自
身
の 

仏 

界 

を
現
実
に
映
し
出
す 

 

明
鏡 

で
も
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

御
本
尊 

へ
の
信
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
、 

法
華
弘
通 

、
す
な
わ
ち 

妙
法 

の 

広
宣
流
布 

の
道
を
開
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑧ 

／ 

教
学
講
釈
㈡
〈
御
本
尊
の
相
貌
〉 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 



     

次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

 

法
華
経
で
は
、
一
切
衆
生
に
仏
知
見
（仏
の
智
慧
と
慈
悲
の
境
涯
）が
本
来
的
に
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
一
切
衆
生
に
仏
知
見
を
開
か
せ
る

こ
と
が
、
こ
の
世
に
仏
が
出
現
す
る
唯
一
最
高
の
目
的
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
の
主
た
る
仏
道
修
行
と
し
て
、｢

定｣

す
な
わ
ち
、
心
を
開
い
て
い
く
瞑
想
が
行
わ
れ
、
と
り
わ
け
、
経
典
に
説
か
れ
た
法
理
を
も
と
に
瞑

想
し
て
自
身
の
心
を
見
つ
め
て
い
く
と
い
う
、｢

 

観
心 

｣

が
成
仏
す
る
た
め
の
修
行
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

天
台
大
師 

は
、
自
己
の
心
を
深
く
み
つ
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
己
の
心
に
十
界
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に 

十
界
互
具 

を
理

解
し
た
上
で
、
自
己
の
一
念(

一
瞬
の
心)

に
三
千
の
諸
法
が
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
覚
知
す
る
と
い
う
、 

一
念
三
千 

の
法
門
で
の 

観
心 

の
修

行
を
説
く
。 

天
台
大
師 

は 

観
心 

の
準
備
と
し
て
、
い
く
つ
も
の
段
階
に
わ
た
る
種
々
の
修
行
を
体
系
的
に
説
く
の
だ
が
、
こ
れ
に
は
優
れ
た

能
力
と
大
変
な
努
力
が
必
要
と
な
り
、
現
実
は
極
め
て
困
難
な
修
行
の
た
め
、
実
際
に
覚
り
に
到
達
す
る
者
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
大
聖
人
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
も
実
践
し
成
仏
で
き
る
方
法
を
探
究
さ
れ
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

を
信
じ
、 

 

受
持 

し
て 

題
目 

を
唱
え
て
い
く
こ
と
を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
が
成
仏
す
る
時
に
覚
知
し
た
根
源
の
法
で
あ
り
、
十
界
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
境
涯
の
は
た
ら
き
を
生

み
出
す
根
本
で
あ
る
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

は
、 
十
界
互
具 

と
い
う
万
人
の
生
命
の
真
実
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

観
心 

と
は
、
自
分
自
身
の
心
を
み
つ
め
る
こ
と
で
あ
る
。｢

観
心
本
尊
抄｣

に
は
、｢

問
う
て
曰
く
出
処
既
に
之
を
聞
く
観
心
の
心
如
何
、
答
え

て
曰
く
観
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
是
を
観
心
と
云
う
な
り｣
（御
書
２
４
０
㌻
）
と
仰
せ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
我
々
が 

御
本
尊 

を
信
じ
て
拝
す
れ
ば
、
我
々
自
身
に
具
わ
る
十
界
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
仏
の
た
め
の
修
行
は
、 

 

観
心 

に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
が
、
日
蓮
仏
法
で
は
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 
受
持 

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、 

受
持 

即 

観
心 

で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
同
抄
に
お
い
て
、｢

釈
尊
の 

因
行 

 
 

果
報 

の
二
法
は 

妙
法
蓮
華
経 
の
五
字
に
具
足
す
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然
に

彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
給
う｣

（同
２
４
６
㌻
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
釈
尊
が
成
仏
す
る
た
め
に
積
ん
だ
膨
大
な
修
行(

 

因
行 

)

と
、
修
行
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳(

 

果
報 

)

の
す
べ
て
が
、
仏
種
で
あ
る｢

 

妙
法
蓮
華
経 
の
五
字｣

に
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

釈
尊
が
成
仏
す
る
た
め
に
積
ん
だ
膨
大
な
修
行
と
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
に
よ
る
〝
仏
と
し
て
の
境
地
〟
は
、
久
遠
の
昔
か
ら

釈
尊
に
教
化
さ
れ
た 

地
涌 

の 

菩
薩 

へ
と
受
け
継
が
れ
〈 

涌
出
品 

第
十
五
〉、
釈
尊
の
滅
後
の
悪
世
の
弘
通
を
、 

地
涌 

の 

菩
薩 

へ
託
す

の
で
あ
る
〈 

神
力
品 

第
二
十
一
〉。 

 

地
涌 

の 

菩
薩 

は
、
滅
後
弘
通
を
勧
め
る
釈
尊
に
応
え
て
、
成
仏
の
肝
要
の
法
を
、
人
々
に
教
え
広
め
る
こ
と
を 

誓
願 

す
る
。
師
匠
で
あ

る
久
遠
の
仏
の 

大
願 

を
わ
が
心
と
し
て
、
継
承
し
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
師
弟
不
二
の
広
宣
流
布
の 

大
願 
で
あ
る
。
釈
尊
は
、
そ
の 

 

誓
願 

を
受
け
て
、
妙
法
流
布
を
託
し
た
の
で
あ
る
。 

法
華
経 

寿
量
品 

第
十
六
の
最
後
に
示
さ
れ
た｢

仏
は
常
に
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
衆
生
を
無
上
の
道
に
入
ら
せ
、
速
や
か
に
仏
の
身
を
成
就

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
念
じ
て
い
る｣

（
趣
意
＝
法
華
経
４
９
３
㌻
）
は
、
常
に
そ
し
て
、
永
遠
に
人
々
を
救
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
慈
悲
の 

 

大
願 

で
あ
る
。
こ
れ
を
大
聖
人
は
、｢

 

毎
自
作
是
念 

の
悲
願｣

（御
書
４
６
６
㌻
）
と
仰
せ
で
あ
る
。 

法
華
経
の
付
嘱
の
通
り
、
滅
後
の
中
で
も 

悪
世 

末
法 

に
出
現
し
て
、 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

を
万
人
に
説
き
、 

不
惜
身
命 

で
弘
通
さ
れ
た

方
こ
そ
、 

日
蓮
大
聖
人 

御
自
身
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。 

 

神
力
品 

第
二
十
一
に
は
、
末
法
の
弘
通
を
託
さ
れ
た 

上
行 

菩
薩 

ら 

地
涌 

の 

菩
薩 

が
、
現
実
世
界
で
人
々
の
闇
を
照
ら
す
太
陽
や
月

で
あ
る
と
説
か
れ
、
さ
ら
に 

涌
出
品 

第
十
五
で
は
、
世
間
と
い
う
泥
の
中
に
あ
っ
て
、
煩
悩
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
清
ら
か
な
覚
り
の
華
を

開
き
、
実
を
な
ら
せ
る
蓮
華
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
大
聖
人
は
、
こ
れ
ら
太
陽･

月
と
蓮
華
の
役
割
を
担
う 

上
行 

菩
薩 

の
は
た
ら
き
を
発
揮
さ

せ
る
べ
く
、
自
ら｢

 

日 

蓮 
｣

と
名
乗
ら
れ
て
、 

法
華
経 

の 

行
者 

と
し
て
民
衆
救
済
の
行
動
を
貫
か
れ
た
も
の
と
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

大
聖
人
は
、
外
面
の
姿
や
は
た
ら
き(

 

外
用 

)

に
お
い
て
は
、
釈
尊
か
ら
付
嘱
を
受
け
た
、 

地
涌 

の 

菩
薩 

の
上
首
で
あ
る 

上
行 

菩
薩 

 

で
あ
り
、
内
心
の
覚
り
の
境
涯(

 

内
証 
)

に
お
い
て
は
、
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
如
来
で
あ
る
。 

｢

久
遠
元
初｣

と
は
、
我
々
の
実
践
に
即
し
て
い
え
ば
、
凡
夫
が
妙
法
を
自
身
の
生
命
に
開
き
顕
す
根
源
的
な
成
仏
の
時
を
意
味
し
、
我
々
が 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

の 

御
本
尊 

を
信
じ
、
自
身
の
内
な
る
妙
法
を
開
き
顕
す
こ
と
は
、
自
身
に 

久
遠
元
初 

の
仏
の
境
涯
を
顕
す
こ
と
で
あ

る
。 

久
遠
元
初 

の
仏
と
は
、
生
命
そ
れ
自
体
が
持
つ
尊
厳
性
、
人
格
の
価
値
を
そ
の
ま
ま
発
揮
し
た
仏
で
あ
る
。｢

 

自
受
用 

報
身 

｣

の
、
自
受

用(

身)

と
は
、｢

ほ
し
い
ま
ま
に
受
け
用
い
る
身｣

、 

報
身 

と
は
、
智
慧
を
具
え
功
徳
の
果
法
に
満
ち
た
仏
の
身
の
こ
と
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
〝
凡
夫
自
身
が
、
実
は
永
遠
に
し
て
根
源
的
な
妙
法
そ
の
も
の
で
あ
る
〟
と
覚
知
す
る
智
慧
を
も
つ
と
と
も
に
、
妙
法
の
無
限
の
功
徳

を
自
ら
受
け
自
在
に
用
い
る
仏
の
身
な
の
で
あ
る
。
大
聖
人
は
、
根
源
の
仏
の
生
命
境
涯
を 

法
華
経 

の 

虚
空
会 

の
儀
式
を
借
り
て
曼
荼
羅
に

顕
し
、
末
法
の
人
々
が
信
じ
受
持
す
べ
き 

御
本
尊 

と
し
て
御
図
顕
さ
れ
た
。 

我
々
は
、 

御
本
尊 

を
手
本･

鏡
と
し
て
拝
し
、
自
身
が
妙
法
そ
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

と
唱
え
、
他
の
人
々
に
教
え

広
め
て
い
く
時
、
わ
が
生
命
の
妙
法
を
現
し
仏
の
境
涯
を
開
い
て
そ
の
功
徳
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑨ 

／ 

教
学
講
釈
㈢
〈
妙
法
弘
通
の
肝
要
〉 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 



     

次
の
文
中
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。 

｢

生
死
一
大
事
血
脈
抄｣

に
お
い
て
、｢

総
じ
て
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等･

自
他
彼
此
の
心
な
く
水
魚
の
思
を
成
し
て 

異
体
同
心 

に
し
て 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
と
唱
え
奉
る
処
を
生
死
一
大
事
の
血
脈
と
は
云
う
な
り
、
然
も
今
日
蓮
が
弘
通
す
る
処
の
所
詮
是
な
り
、
若
し
然
ら
ば 

 

広
宣
流
布 

の 

大
願 
も
叶
う
べ
き
者
か｣

（
御
書
１
３
３
７
㌻
）
と
の
御
文
を
通
し
て
、
池
田
先
生
は
、｢

 

師
弟 

の
精
神
が
脈
打
つ
確
固
た
る 

『 

異
体
同
心 

の 

和
合
僧 
』
が
な
け
れ
ば
、
仏
と
魔
と
の
戦
い
で
あ
る
『
末
法
の 

広
宣
流
布 

』
に
勝
ち
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。･･････ 

 

異
体
同
心 

の 

和
合
僧 

が
あ
れ
ば
『 

広
宣
流
布 

の 

大
願 

も
叶
う
べ
き
者
か
』で
す｣

（生
死
一
大
事
血
脈
抄
講
義
１
３
２
㌻
～
１
３
９
㌻
）
と
。 

さ
ら
に
、｢

 

異
体
同
心 

の
核
心
は
、
自
身
の
心
を
、
仏
の
心
、 

広
宣
流
布 

の
指
導
者
の
心
で
あ
る
広
布
大
願
に
合
わ
せ
て
い
く 

『 

師
弟
不
二 

の
信
心
』に
あ
り
ま
す
。 

日
興
上
人 

は 

師
弟
不
二 

を
貫
き
、
『大
聖
人
直
結
』の 

和
合
僧 

団
を
築
か
れ
ま
し
た
。
反
対
に
、

五
老
僧
は
、
権
力
を
恐
れ
、 

師
弟 

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、 

広
宣
流
布 

の
大
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
し
く
師
敵
対
と
は
、

異
体
異
心
そ
の
も
の
で
す｣

（同
１
４
２
㌻
）
と
、
指
導
さ
れ
て
い
る
。 

万
人
が 

妙
法
蓮
華
経 

の
当
体
で
あ
り
、 

成
仏 

の
血
脈
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
の
が
、 

広
宣
流
布 

と
い

う
仏
の 

大
願 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
広
布 

大
願 

を
実
現
し
て
い
く
主
体
が｢

 

異
体
同
心 

の
信
心｣

で
結
び
つ
い
た 

和
合
僧 

団
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の 

和
合
僧 

を
破
る
こ
と｢

 

破
和
合
僧 

｣

が
、 

五
逆
罪 

と
い
う
、
仏
法
上
の
大
罪
に
当
た
る
の
で
あ
る
。 

 

五
逆
罪 

に
は
他
に
、
父
を
殺
す･

母
を
殺
す･

阿
羅
漢
を
殺
す･

仏
身
よ
り
血
を
出
す
、
が
あ
る
。 

こ
の
大
罪
を
犯
し
て
い
る
の
が
日
顕
宗
で
あ
る
。
日
顕
宗
は
、｢

 

法
主 
信
仰｣･

｢

神
秘
的 

血
脈 

観 
｣

の
邪
義
を
打
ち
立
て
る
だ
け
で
な
く
、

｢
 

僧
俗 

差
別｣

･｢

化
儀
の
悪
用｣･

｢

腐
敗
堕
落｣

と
な
っ
て
い
た
。
日
顕
宗
の
教
義
が
、
一
切
の
対
話
を
拒
絶
し
て
独
善
化
を
進
め
る
、 

法
主 

を

信
仰
の
対
象
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
現
宗
門
を｢

日
顕
宗｣

と
呼
ん
で
い
る
。
御
本
尊
を
お
護
り
す
る
役
割
の 

法
主 

が
、
い
わ
ば
、
尊
極
の
法
そ

の
も
の
の
体
で
あ
る
御
本
尊
と
同
等
の
地
位
ま
で
の
し
上
が
る
教
義
で
あ
る
。 

 

日
興
上
人 

は
、｢

唯
御
書
の
意
に
任
せ
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
本
尊
と
為
す
可
し
と
即
ち
御
自
筆
の
本
尊
是
な
り｣

（御
書
１
６
０
６
㌻
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢

御
本
尊
根
本
の
信
心｣

こ
そ
が
、
日
蓮
大
聖
人･

日
興
上
人
以
来
の
正
し
い
信
心
の
在
り
方
で
あ
る
。 

｢

日
興
遺
誡
置
文｣

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（同
１
６
１
７
㌻
～
１
６
１
９
㌻
） 

一
、
時
の
貫
首
為
り
と
雖
も
仏
法
に
相
違
し
て
己
義
を
構
え
ば
之
を
用
う
可
か
ら
ざ
る
事 

一
．
衆
議
為
り
と
雖
も
仏
法
に
相
違
有
ら
ば
貫
首
之
を
摧
く
可
き
事 

一
、
先
師
の
如
く
予
が
化
儀
も
聖
僧
為
る
可
し
、 

但
し
時
の
貫
首
或
は
習
学
の
仁
に
於
て
は
設
い
一
旦
の
媱
犯
有
り
と
雖
も
衆
徒
に
差
置
く
可
き
事 

こ
れ
ら
の
御
文
に
照
ら
し
て
も
、 

法
主 

を
絶
対
視
す
る
こ
と
は
、
大
聖
人･

日
興
上
人
に
完
全
に
違
背
し
た
教
義
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

 

法
主 

が
絶
対
で
あ
る
と
す
る
日
顕
宗
は
、
前
提
と
な
る 

血
脈 

観 

に
誤
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
の
法
主
か
ら
次
の
法
主
へ
、｢

血
脈
相

承｣

を
受
け
る
だ
け
で
、
仏
の
内
証･

法
体
が
伝
わ
る
と
す
る
、
神
秘
的
な 

血
脈 

観 

の
こ
と
で
あ
る
。
日
顕
宗
の｢

能
化
文
書｣

（宗
門
の
機
関
紙｢

大
日

蓮｣

に
掲
載
さ
れ
た
文
書
）
に
は
、｢

唯
授
一
人
の
血
脈
法
水
は
、
ま
さ
に
人
法
一
箇
の
ご
法
体
で
す｣

な
ど
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
権
的･

神
秘
的

な 

血
脈 

観 

は
、｢

生
死
一
大
事
血
脈
抄｣

の
御
文
の｢

信
心
の 

血
脈 

｣

と
い
う 

血
脈 

の
本
義
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
邪
義
な
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、｢

日
本
国
の
一
切
衆
生
に
法
華
経
を
信
ぜ
し
め
て
仏
に
成
る 

血
脈 

を
継
が
し
め
ん｣

（同
１
３
３
７
㌻
）
と
の
御
文
に
お
い
て
、
池
田
先
生

は
、｢

こ
れ
は
、
大
聖
人
御
自
身
の
大
闘
争
の
御
生
涯
を
貫
く
『
御
本
仏
の
お
心
』
の
核
心
を
示
さ
れ
て
い
る
と
拝
さ
れ
ま
す
。･･････

『万
人
に
成
仏
の 

 

血
脈 

を
継
が
せ
て
あ
げ
た
い
』と
い
う
大
聖
人
の
お
心
を
拝
察
す
る
う
え
で
、
第
一
に
重
要
な
点
は
、
仏
法
の 

血
脈 

は
『万
人
に
開
か
れ
て
い

る
』と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の 

血
脈 

の
本
義
は
、
ど
れ
ほ
ど
強
調
し
て
も
、
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
言
え
る
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
こ
の 

血
脈 

の
本
義
を
弁
え
る
か
否
か
が
、
『人
間
主
義
の
世
界
宗
教
』と
『権
威
主
義
の
邪
宗
門
』と
を
分
け
る
分
水
嶺
と
も
言
え
る
か

ら
で
す｣

（生
死
一
大
事
血
脈
抄
講
義
１
５
０
㌻
～
１
５
２
㌻
）
と
、
指
導
さ
れ
て
い
る
。 

日
顕
お
よ
び
日
顕
宗
の
僧
侶
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
〝
僧
が
上
で
信
者
は
下
〟
と
い
う
信
徒
に
対
す
る｢

 

差
別 

思
想｣

が
染
み
つ
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の 

信
徒 

蔑
視 

の
思
想
は
、
日
蓮
仏
法
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
日
顕
宗
が
、 

僧
俗 

の
平
等
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
背

景
に
は
、
江
戸
時
代
の
檀
家
制
度
に
よ
り
、
日
本
の
仏
教
が
葬
式
仏
教
化
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

大
聖
人
は
、｢

此
の
世
の
中
の 

男
女
僧
尼 

は
嫌
う
べ
か
ら
ず
法
華
経
を
持
た
せ
、
給
う
人
は
一
切
衆
生
の
し
う
と
こ
そ
仏
は
御
ら
ん
候
ら
め｣

（御

書
１
１
４
３
㌻
）
、｢

僧
も
俗
も
尼
も
女
も
一
句
を
も
人
に
か
た
ら
ん
人
は
如
来
の
使
と
見
え
た
り｣

（同
１
４
４
８
㌻
）
と
、
明
確
に 

僧
俗 

の
平
等
を
説
か

れ
て
い
の
で
あ
る
。
現
在
、
宗
門
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な 

僧
侶 

に
よ
る
葬
儀
、
法
要
、
戒
名
な
ど
の
化
儀
は
、
大
聖
人
御
自
身
が
定
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
の
ち
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
宗
門
は
、 

僧
侶 

に
よ
る 

葬
儀 

が
成
仏
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
大
聖
人
は
、
む
し
ろ｢

亡
く
な
っ
た
御
尊
父
は
、
存
命
中
に 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

と
唱
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、 

即
身
成
仏 

の
人
な

の
で
あ
る｣

（通
解
＝
同
１
４
２
３
㌻
）等
と
仰
せ
で
あ
る
。
ま
た
、 

僧
侶 

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
大
聖
人
は
、｢

た
だ
正
法
に
対
し
て
素
直
で
、
少
欲
知

足
で
あ
る
僧
こ
そ
が
、
真
実
の
僧
で
あ
る｣

（通
解
＝
同
１
０
５
６
㌻
）
と
仰
せ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
仏
法
利
用
の
悪
僧
に
つ
い
て
、｢

法
師
の
皮
を

著
た
る 

畜
生 

｣

（同
１
３
８
６
㌻
）
、｢

食
法 

餓
鬼 

｣

（同
１
１
１
１
㌻
）
と
厳
し
く
破
折
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

教
学
試
験
発
心
教
材
⑩ 

／ 

教
学
講
釈
㈣
〈
日
顕
宗
を
破
す
〉 

解
答
例 

〈 

平
成

29
年
度 

教
学
部
初
級
試
験･

青
年
部
教
学
試
験
３
級 

対
応
版 

〉  

法梅蓮の 

【参
考
資
料
／
生
死
一
大
事
血
脈
抄
講
義 

大
白
蓮
華
６
月
号 

 

作
／
法
梅
蓮
】 



 

涌出品…地涌の菩薩の出現。弥勒（みろく）菩薩の問いに対

し、釈尊が、久遠の昔から教化してきた弟子である

と説く。                        【地涌の菩薩】 

寿量品…“久遠五百塵点劫に成道（じょうどう）して以来、娑婆

世界で衆生を教化してきた仏である”と釈尊の本地

を明かす。『良医病子の譬え』※で説明。 

【久遠実成】 

分別功徳品…法華経の功徳について、在世の四信と滅後の

五品があることを示す。 

随喜功徳品…五十展転（てんでん）の功徳を説いて、滅後に法

華経を広めることを勧める。 

法師功徳品…滅後弘通の法師が六根清浄（しょうじょう）の功徳

を受けることを説いて、法華経の弘通を勧める。 

不軽品…釈尊の過去世の姿である常不軽菩薩が万人を敬う

礼拝行を実践して罪障消滅の功徳を得たことを説

く。                             【不軽菩薩】 

神力品…地涌の菩薩が滅後の弘通を誓った時、釈尊が十神

力を示し、滅後の弘通を上行菩薩をはじめとする地

涌の菩薩に託す〈別付嘱〉。       【地涌の菩薩】 

嘱累品…全ての菩薩に付嘱〈総付嘱〉。十方の諸仏が本土

に帰り、虚空会での説法が終了する。 

薬王品…薬王菩薩の過去世を通して滅後弘通の功徳を示

し、十喩（じゅうゆ）を述べて法華経が諸経に対して第

一であることを強調。釈尊滅後の広宣流布を予言

する。 

妙音品…妙音菩薩が三十四身を現じて妙法を弘通し、衆生

を教化することを説く。 

普門品…観世音菩薩が三十三身を現じて衆生を教化するこ

とを示し、法華経の弘通を勧める。 

陀羅尼品…薬王菩薩、勇施（ゆせ）菩薩、毘沙門天、持国天、

十羅刹女が神呪を説き、法華経の行者の守護を

仏に誓う。 

妙荘厳王品…妙荘厳王を夫人と息子たちが正法に帰依させ

た話を通し、法華経弘通の功徳を示す。 

勧発品…普賢菩薩が法華経の行者と法を守護するとの誓願

を立てる。法華経の説法が終了し、会座の大衆は

歓喜して去る。 

序品…霊鷲山の会座に大衆が集まり、釈尊がさまざまな瑞

相を現ずる。 

方便品…説法開始。諸法実相・十如是の法理が示され、ま

た一乗の教えを説くことが仏の出世の本懐であるこ

とが明かされる。        【諸法実相と二乗作仏】 

譬喩品…法理を領解した舎利弗への授記。理解できない弟

子のため、『三車火宅の譬え』※を用いて説法する。  

信解品…四大声聞〈須菩提（しゅぼだい）・迦旃延（かせんね

ん）・迦葉・目連〉が領解した旨を『長者窮子（ぐうじ）

の譬え』※として示す。 

薬草品…四大声聞の領解を承認。『三草二木の譬え』※を用

いて、仏の慈悲が平等であることを説く。 

授記品…四大声聞への授記。 

化城品…三千塵点劫という昔、大通智勝仏の１６番目の王

子〈釈尊の過去世の姿〉から化導されたのが在世

の衆生であることが説かれる。『化城宝処の譬え』※。 

受記品…富楼那（ふるな）への授記。さらに授記を得た五百人

の弟子が歓喜して『衣裏珠（えりじゅ）の譬え』※を述

べる。 

人記品…阿難、羅睺羅（らごら）をはじめ、学〈学ぶべきことが

残っている者〉・無学〈学ぶべきことが残っていない

者〉二千人の弟子に授記。 

法師品…法華経の弘通者〈法師〉、五種の妙行〈受持・読・

誦・解説（げせつ）・書写〉と弘通の方軌〈衣座室の三

軌〉を明かす。           【猶多怨嫉・況滅度後】 

宝塔品…宝塔が出現し、多宝如来が、釈尊の説法は真実で

あることを保証する〈多宝の証明〉。虚空会の説法

の開始。                        【六難九易】 

提婆達多品…提婆達多への授記〈悪人成仏〉と竜女の即身

成仏〈女人成仏〉が説かれる。 

勧持品…菩薩による滅後弘通の誓い。「二十行の偈」で三類

の強敵を示し、仏滅後の弘通者が必ず迫害を受け

ることを説く。                   【三類の強敵】 

安楽行品…初信の行者のために身・口・意・誓願の四安楽

行という摂受の修行を示す。 

『髻中明珠（けちゅうみょうじゅ）の譬え』※。 

※ 法華経七譬（しちひ） 

より転用／２０１７.８.８掲載 

序
じょ

品
ほん

第一  

方
ほう

便
べん

品
ぼん

第二  

譬
ひ

喩
ゆ

品
ほん

第三  

信
しん

解
げ

品
ほん

第四  

薬
やく

草
そう

喩
ゆ

品
ほん

第五  

授
じゅ

記
き

品
ほん

第六 

化
け

城
じょう

喩
ゆ

品
ほん

第七  

五
ご

百
ひゃく

弟
で

子
し

受
じゅ

記
き

品
ほん

第八  

授
じゅ

学
がく

無
む

学
がく

人
にん

記
き

品
ほん

第九 

法
ほっ

師
し

品
ほん

第十 

見
けん

宝
ほう

塔
とう

品
ほん

第十一  

提
だい

婆
ば

達
だっ

多
た

品
ほん

第十二  

勧
かん

持
じ

品
ほん

第十三 

安
あん

楽
らく

行
ぎょう

品
ほん

第十四 

従
じゅう

地
じ

涌
ゆ

出
じゅっ

品
ぽん

第十五  

如
にょ

来
らい

寿
じゅ

量
りょう

品
ほん

第十六  

分
ふん

別
べつ

功
く

徳
どく

品
ほん

第十七 

随
ずい

喜
き

功
く

徳
どく

品
ほん

第十八 

法
ほっ

師
し

功
く

徳
どく

品
ほん

第十九  

常
じょう

不
ふ

軽
きょう

菩
ぼ

薩
さつ

品
ほん

第二十  

如
にょ

来
らい

神
じん

力
りき

品
ほん

第二十一 

嘱
ぞく

累
るい

品
ほん

第二十二  

薬
やく

王
おう

菩
ぼ

薩
さつ

本
ほん

事
じ

品
ほん

第二十三  

妙
みょう

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

品
ほん

第二十四  

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

普
ふ

門
もん

品
ぼん

第二十五  

陀
だ

羅
ら

尼
に

品
ほん

第二十六  

妙
みょう

荘
しょう

厳
ごん

王
のう

本
ほん

事
じ

品
ほん

第二十七  

普
ふ

賢
げん

菩
ぼ

薩
さつ

勧
かん

発
ぼつ

品
ほん

第二十八  

迹 

門 

―
『 

始 

成 

正 

覚 

』
を 

顕 

す 

本 

門 

―
『 

久 

遠 

実 

成 

』
を 

明 

か 

す 

(

後)

霊
鷲
山
会 

虚 

空 

会 
(

前)

霊
鷲
山
会 

一
巻 

七
巻 

二
巻 

三
巻 

四
巻 

五
巻 

六
巻 

八
巻 

法華経の構成･概要 



 

参
考
資
料 

２
月
度
「御
書
講
義
」の
参
考 

佐
渡
御
書 

 

一
切
の
障
魔
を
打
ち
破
る
弟
子
に
！ 

〔 

背 
景 
〕 

本
抄
は
、
文
永
９
年
（
１
２
７
２
年
）
３
月
、
日
蓮
大
聖
人
が
51
歳
の
時
、

流
罪
地
の
佐
渡
か
ら
門
下
一
同
に
与
え
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

前
年
の
「
竜
の
口
の
法
難
」
以
降
、
迫
害
の
手
は
大
聖
人
だ
け
で
な
く
門
下

に
も
及
び
、
弟
子
た
ち
は
投
獄
・
所
領
没
収
な
ど
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
「大
聖
人
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
大
難
に
遭
う
の
か
」
等
の

疑
念
を
抱
き
、
厳
し
い
迫
害
を
恐
れ
て
退
転
す
る
者
が
続
出
し
た
の
で
す
。 

難
に
動
揺
す
る
弟
子
た
ち
を
案
じ
ら
れ
た
大
聖
人
は
、
文
永
９
年
２
月
、

御
自
身
が
末
法
の
御
本
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
「
開
目
抄
」
を
門
下
一

同
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
２
月
に
は
「
二
月
騒
動
（
北
条
一
族
の
内
乱
）
」
が
起
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
「
立
正
安
国
論
」
で
予
言
さ
れ
た
「
自
界
叛
逆
難
」
の
的
中
を
意
味
し
ま

す
。
「
佐
渡
御
書
」
は
、
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
抄

は
「開
目
抄
」
の
趣
旨
を
要
約
し
て
示
さ
れ
た
御
抄
と
も
拝
さ
れ
ま
す
。 

 

〔 

大 

意 

〕 

本
抄
で
は
、
人
間
に
と
っ
て
無
上
の
宝
で
あ
る
生
命
を
仏
法
に
さ
さ
げ
れ
ば
、

必
ず
仏
に
な
れ
る
と
教
え
ら
れ
、
そ
の
実
践
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を

示
さ
れ
ま
す
。 

中
で
も
、
悪
王
と
悪
僧
が
結
託
し
て
、
正
法
の
行
者
を
迫
害
す
る
末
法
に

お
い
て
は
、
「
師
子
王
の
心
」
で
悪
と
戦
い
抜
く
人
が
必
ず
仏
に
な
る
、
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
自
界
叛
逆
難
の
的
中
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
か
ら
、
大
聖
人
こ
そ

日
本
の
人
々
に
と
っ
て
「
主
師
親
の
三
徳
」
を
具
え
た
存
在
で
あ
り
、
大
聖
人

を
迫
害
す
る
者
が
滅
亡
の
報
い
を
受
け
る
の
は
、
法
華
経
の
経
文
に
照
ら
し

て
明
ら
か
で
あ
る
と
断
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
御
自
身
の
法
難
の
意
味
を
洞
察
さ
れ
、
法
難
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
過
去
世
か
ら
の
罪
業
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
宿
命
転
換
の

原
理
を
示
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
大
聖
人
に
対
す
る
退
転
者
の
、
愚
か
な
批
判
を
一
蹴
さ
れ
る
と

と
も
に
、
彼
ら
が
念
仏
者
よ
り
も
長
く
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
と
弟
子
を
厳
し

く
戒
め
ら
れ
、
本
抄
を
結
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

不
惜
身
命 

― 

一
人
立
つ
信
心
が
成
仏
の
要
諦 

「
佐
渡
御
書
」
の
冒
頭
部
分
は
、
「
世
間
に
人
の
恐
る
る
者
は
火
炎
の
中
と

刀
剣
の
影
と
此
身
の
死
す
る
と
な
る
べ
し
」
（御
書
９
５
６
㌻
）
と
の
一
節
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
死
を
恐
れ
、
命
を
惜
し
む
の
は
、
生
き
る
者
の
常
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
の
命
を
、
人
生
で
ど
の
よ
う
に
使
う
か
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

日
蓮
大
聖
人
は
本
抄
の
前
段
で
、
法
華
経
薬
王
品
の
一
節
を
挙
げ
ら
れ
、

「
こ
の
大
宇
宙
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
ほ
ど
多
く
の
財
宝
を
供
養
す
る
よ
り
も
、

手
の
小
指
を
法
華
経
に
供
養
す
る
こ
と
に
は
及
ば
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
身
命
を
仏
法
に
さ
さ
げ
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

こ
と
な
の
か
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
釈
尊
の
過
去
世
の
姿
で
あ
る
雪
山
童
子
や
楽
法
梵
志
が
、
仏
法

の
た
め
に
大
切
な
自
身
の
身
命
を
さ
さ
げ
た
こ
と
を
通
し
て
、
不
惜
身
命
こ
そ

が
仏
道
修
行
を
成
就
さ
せ
る
成
仏
の
肝
要
で
あ
る
と
仰
せ
で
す
。 

こ
こ
で
い
う
「
不
惜
身
命
」
と
は
、
決
し
て
命
を
粗
末
に
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
生
命
を
懸
け
る
覚
悟
で
真
剣
に
信
心
に
励
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。 

大
聖
人
は
「
世
間
の
浅
き
事
に
は
身
命
を
失
へ
ど
も
大
事
の
仏
法
な
ん
ど
に

は
捨
る
事
難
し
故
に
仏
に
な
る
人
も
な
か
る
べ
し
」
（
同
㌻
）
と
、
「
世
間
の
浅

き
事
」
の
た
め
に
自
分
の
身
を
滅
ぼ
す
の
で
は
な
く
、
「
大
事
の
仏
法
」
の
た
め

に
身
命
を
さ
さ
げ
て
こ
そ
、
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。 

池
田
先
生
は
、
「
私
た
ち
に
と
っ
て
『不
惜
身
命
』
と
は
、
恐
れ
な
く
南
無
妙

法
蓮
華
経
を
唱
え
抜
く
こ
と
で
あ
り
、
世
界
の
た
め
、
未
来
の
た
め
、
人
々
の

た
め
に
、
懸
命
に
信
心
の
実
証
を
示
し
き
っ
て
い
く
こ
と
」と
、
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

大
聖
人
は
「
佐
渡
御
書
」
を
通
し
て
、
所
領
没
収
や
投
獄
、
追
放
な
ど
の
難

を
恐
れ
る
門
下
た
ち
に
、
「
今
こ
そ
成
仏
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と
、
不
惜
身
命

の
覚
悟
を
促
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

師
子
王
の
心

― 

「三
類
の
強
敵
」に
敢
然
と
挑
む 

本
抄
の
御
執
筆
当
時
、
大
聖
人
を
見
下
す
諸
宗
の
僧
た
ち
が
権
力
者
と

結
託
し
て
、
大
聖
人
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
に
あ
っ
て
大
聖
人
は
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
通
り
の
「
三
類
の
強
敵
」

と
の
闘
争
に
敢
然
と
挑
み
、
乗
り
越
え
て
、
末
法
の
御
本
仏
と
し
て
の
御
境
涯

を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
拝
読
御
文
で
は
、
「
畜
生
の
心
は
弱
き
を
お
ど
し
強
き
を

お
そ
る
当
世
の
学
者
等
は
畜
生
の
如
し
智
者
の
弱
き
を
あ
な
づ
り
王
法
の
邪

を
お
そ
る
諛
臣
と
申
す
は
是
な
り
」
（御
書
９
５
７
㌻
）と
仰
せ
で
す
。 

「
諛
臣
」
と
は
、
こ
び
へ
つ
ら
う
臣
下
の
意
味
で
す
。
大
聖
人
は
、
政
治
権
力

を
恐
れ
て
こ
び
へ
つ
ら
い
、
ま
た
、
物
事
の
道
理
に
暗
い
た
め
に
「
正
義
」
の
人
を

侮
る
、
諸
宗
の
僧
や
迫
害
者
た
ち
の
本
質
を
、
「
畜
生
の
心
」
と
破
折
さ
れ
て

い
ま
す
。 

大
聖
人
が
、
ど
こ
ま
で
も
大
切
に
さ
れ
た
の
は
「
法
」
で
し
た
。
本
抄
で
は
、

御
自
身
の
不
惜
身
命
の
実
践
を
支
え
る
根
本
精
神
に
つ
い
て
、
〝
正
法
を
惜

し
む
心
が
強
盛
だ
か
ら
で
あ
る
〟
と
仰
せ
で
す
。 

ま
た
、
拝
読
御
文
で
「
悪
王
の
正
法
を
破
る
に
邪
法
の
僧
等
が
方
人
を
な

し
て
」
（同
㌻
）と
あ
る
よ
う
に
、
邪
悪
の
勢
力
は
結
託
し
て
正
義
の
人
を
弾
圧

し
ま
す
。
大
聖
人
も
、
平
左
衛
門
尉
頼
綱
ら
の
政
治
権
力
と
極
楽
寺
良
観
ら

悪
僧
の
結
託
に
よ
っ
て
、
命
に
も
及
ぶ
迫
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
て
を
勝
ち

越
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
師
子
王
の
如
く
な
る
心
」
（
同
㌻
）
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
、
と
仰
せ
で
す
。 

「
師
子
王
の
如
く
な
る
心
」
と
は
、
百
獣
の
王
・
獅
子
の
よ
う
に
、
何
も
の
を

も
恐
れ
ず
、
ど
ん
な
状
況
に
も
常
に
全
力
で
挑
ん
で
い
く
「
勇
気
の
心
」
と
拝

さ
れ
ま
す
。 

悪
の
結
託
に
よ
る
迫
害
の
時
に
、
「
師
子
王
の
心
」
で
立
ち
上
が
り
、
戦
い
抜

く
人
は
必
ず
仏
に
な
る
と
、
大
聖
人
は
断
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
「
例
せ
ば
日
蓮
が
如
し
」
（
同
㌻
）
と
仰
せ
に
な
り
、
〝
師
が
一
切
の

魔
性
を
打
ち
破
っ
た
よ
う
に
、
弟
子
も
「
師
子
王
の
心
」
を
取
り
出
し
て
、
魔

を
打
ち
破
れ
！
〟
〝
師
と
同
じ
心
で
戦
え
！
〟
と
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。 

 

摂
受
・折
伏

― 

時
機
に
適
っ
た
実
践
こ
そ
重
要 

拝
読
御
文
の
最
後
の
部
分
で
大
聖
人
は
、
「正
法
は
一
字
・
一
句
な
れ
ど
も

時
機
に
叶
い
ぬ
れ
ば
必
ず
得
道
な
る
べ
し
千
経
・
万
論
を
習
学
す
れ
ど
も
時

機
に
相
違
す
れ
ば
叶
う
可
ら
ず
」
（御
書
９
５
７
㌻
）と
仰
せ
で
す
。 

ど
こ
ま
で
も
時
に
適
っ
た
実
践
こ
そ
成
仏
の
要
諦
で
あ
り
、
い
か
に
、
膨
大

な
経
典
や
書
物
を
読
ん
で
も
、
時
に
適
っ
た
実
践
が
な
け
れ
ば
成
仏
は
か
な

わ
な
い
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
本
抄
で
は
、
一
貫
し
て
「
時
に
適
っ
た
実
践
」
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。 

御
文
の
前
段
で
大
聖
人
は
、
「
仏
法
は
摂
受
・
折
伏
時
に
よ
る
べ
し
」
（
同

㌻
）
と
も
仰
せ
で
す
。
「
摂
受
」
は
、
人
々
の
機
根
に
合
わ
せ
て
法
を
説
い
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
「
折
伏
」
は
、
極
理
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
説
き
切
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。 

末
法
で
は
、
折
伏
こ
そ
時
に
適
っ
た
実
践
で
す
。
大
聖
人
は
、
末
法
に
お
い

て
法
華
経
を
流
布
す
れ
ば
、
釈
尊
在
世
よ
り
も
激
し
い
怨
嫉
（
＝
敵
対
、
反

発
）が
起
こ
り
、
大
難
が
競
い
起
こ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
当
時
、
大
聖
人
の
門
下
の
中
に
も
、
正
義
ゆ
え
に
大
難
が

競
い
起
こ
る
こ
と
を
、
受
け
止
め
ら
れ
な
い
者
が
い
ま
し
た
。
師
匠
で
あ
る
大

聖
人
が
、
竜
の
口
の
法
難
、
佐
渡
流
罪
と
、
命
に
及
ぶ
大
難
に
遭
う
と
、
恐
れ

と
、
師
匠
へ
の
不
信
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

彼
ら
は
、
「
日
蓮
御
房
は
師
匠
に
て
お
は
せ
ど
も
余
に
こ
は
し
我
等
は
や
は

ら
か
に
法
華
経
を
弘
む
べ
し
」
（同
９
６
１
㌻
）と
言
い
だ
し
ま
し
た
。 

大
聖
人
は
こ
う
し
た
退
転
の
心
に
覆
わ
れ
た
門
下
を
、
「
蛍
火
が
太
陽
や

月
を
笑
い
、
蟻
塚
が
華
山
を
見
下
し
、
井
戸
や
川
が
大
河
や
海
を
侮
り
、
鵲

が
鸞
鳳
を
笑
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
（同
㌻
、
通
解
）と
、
悠
然
と
見
下
ろ
さ

れ
て
い
ま
す
。 

創
価
三
代
の
師
弟
は
、
こ
の
大
聖
人
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
広
宣
流
布
に

ま
い
進
。
一
切
の
大
難
を
勝
ち
越
え
、
厳
然
と
正
義
の
旗
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
学
会
は
永
遠
に
「
折
伏
の
団
体
」
で
あ
り
、
声
も
惜
し
ま
ず
、
自
他
共
の

幸
福
を
広
げ
る
対
話
に
率
先
し
て
い
る
の
で
す
。 
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参 

考 

資 
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◆ 

六
難
九
易 

～ 

見
宝
塔
品
第
十
一 

九
つ
の
易
し
い
こ
と
は
、
本
来
な
ら
大
難
事
で
は
あ
る
が
、
仏
滅
後
に
お
い
て
法
華
経
を
受
持
す
る
六
つ
の
行
い
の
方
が
は
る
か
に
難
し
い
こ
と
と
説
き
示
し
て
い
る
。 

【参
考
資
料
／
『法
華
経
現
代
語
訳(

全)

』 (

三
枝
充
悳 

著･

第
三
文
明
社) 

 

編
集
／
法
梅
蓮
】 

 

《 

現
代
語
訳 

》 

① 

多
く
の
そ
れ
以
外
の
経
典
は
、
そ
の
数
が
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
ご
と
く
多
数
あ
る
。
こ
れ
ら
を
説
い
て
も
、
ま
だ
難
し
い
と
な
す
に
は
足
り
な
い
。 

② 

も
し
も
須
弥
山
を
取
っ
て
、
他
方
の
無
数
の
仏
国
土
に
、
投
げ
置
こ
う
と
す
る
こ
と
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

③ 

も
し
も
足
の
指
を
も
っ
て
、
三
千
大
世
界
を
動
か
し
て
、
そ
れ
を
遠
く
他
国
に
投
げ
る
こ
と
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

④ 

も
し
も
有
頂
天
（宇
宙
の
頂
点
）に
立
っ
て
、
人
々
の
た
め
に
、
無
量
の
そ
れ
以
外
の
経
典
を
演
説
し
て
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

⑤ 

（け
れ
ど
も
）も
し
も
仏
の
入
滅
し
た
の
ち
に
、
悪
世
に
中
に
お
い
て
、
よ
く
こ
の
経
を
説
く
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、 

こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

⑥ 

た
と
え
あ
る
ひ
と
が
手
に
虚
空
を
と
ら
え
て
、
そ
う
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
遊
行
し
て
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

⑦ 

（け
れ
ど
も
）わ
た
く
し
が
入
滅
し
た
の
ち
、
も
し
く
は
み
ず
か
ら
書
い
て
受
持
し
、
も
し
く
は
ひ
と
に
書
か
せ
る
な
ら
ば
、 

こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

⑧ 

も
し
も
大
地
を
も
っ
て
、
足
の
爪
の
上
に
置
い
て
、
そ
う
し
た
ま
ま
、
梵
天
に
の
ぼ
っ
て
行
く
と
し
て
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

⑨ 

仏
が
入
滅
し
た
の
ち
に
、
悪
世
の
中
に
お
い
て
、
暫
く
で
も
、
こ
の
経
を
読
む
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

⑩ 

た
と
え
世
界
の
破
壊
で
あ
る
却
の
は
じ
め
の
こ
ろ
に
大
火
災
が
お
こ
っ
て
い
る
と
き
に
、
乾
い
た
草
を
背
中
に
荷
っ
て
行
っ
て
、 

そ
の
火
の
中
に
入
っ
て
も
焼
け
な
い
と
い
う
の
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
こ
と
と
は
し
な
い
。 

⑪ 

わ
た
く
し
が
入
滅
し
た
あ
と
に
、
も
し
も
こ
の
経
を
受
持
し
て
、
一
人
の
た
め
で
も
こ
の
経
を
説
く
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

⑫ 

も
し
も
八
万
四
千
と
い
う
仏
教
全
体
の
教
え
の
蔵
と
、
十
二
部
経
と
を
受
持
し
て
、
ひ
と
の
た
め
に
演
説
し
、  

⑬ 

多
く
の
聴
く
も
の
に
、
六
神
通
を
獲
得
さ
せ
る
な
ら
ば
、
よ
く
こ
の
よ
う
に
し
た
と
し
て
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

⑭ 

わ
た
く
し
の
入
滅
し
た
の
ち
に
お
い
て
、
こ
の
経
を
聴
い
て
受
持
し
、
そ
の
意
義
趣
向
を
問
う
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

⑮ 

も
し
も
あ
る
ひ
と
が
法
を
説
い
て
、
千
万
億
の
、
無
量
無
数
で
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
多
数
の
生
あ
る
も
の
た
ち
を
、 

⑯ 

み
な
聖
者
の
位
を
得
て
、
六
神
通
を
そ
な
え
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
の
利
益
は
そ
れ
だ
け
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
ま
た
ま
だ
難
し
い
と
は
し
な
い
。 

⑰ 

わ
た
く
し
が
入
滅
し
た
あ
と
に
お
い
て
、
も
し
も
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
経
典
を
受
持
し
尊
ぶ
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
す
な
わ
ち
難
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 [

余
経
説
法
易] 

[
須
弥
擲
置
易] 

[
世
界
足
擲
易] 

[

有
頂
説
法
易] 

 [

広
説
此
経
難] 

 [

把
空
遊
行
易] 

 [

書
持
此
経
難] 

 [

足
地
昇
天
易] 

[

暫
読
此
経
難] 

 [

大
火
不
焼
易] 

 [

少
説
此
経
難] 

[

広
説
得
通
易] 

 [

聴
受
此
経
難] 

 [

大
衆
羅
漢
易] 

 [

受
持
此
経
難] 

〈法
華
経
３
９
０
㌻
～
３
９
２
㌻
〉 

諸し
ょ

余
経

よ
き
ょ
う

典て
ん 

数し
ゅ

如に
ょ

恒ご
う

沙し
ゃ 

雖す
い

説せ
つ

此し

等と
う 

未み

足そ
く

為い

難な
ん 

若
接
須
弥

に
ゃ
く
し
ょ
う
し
ゅ
み 

擲
置

ち
ゃ
く
ち

他た

方ほ
う 

無む

数し
ゅ

仏ぶ
つ

土ど 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

若
以

に
ゃ
く
い

足そ
く

指し 

動ど
う

大だ
い

千せ
ん

界が
い 

遠お
ん

擲
他

ち
ゃ
く
た

国こ
く 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

若
立
有
頂

に
ゃ
く
り
ゅ
う
う
ち
ょ
う 

為い

衆し
ゅ

演え
ん

説ぜ
つ 

無
量

む
り
ょ
う

余
経

よ
き
ょ
う 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

若
仏
滅
後

に
ゃ
く
ぶ
つ
め
つ
ご 

於お

悪あ
く

世
中

せ
ち
ゅ
う 

能の
う

説せ
つ

此
経

し
き
ょ
う 

是ぜ

則そ
く

為い

難な
ん 

仮け

使し

有う

人に
ん 

手し
ゅ

把は

虚こ

空く
う 

而に

以い

遊
行

ゆ
ぎ
ょ
う 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

於お

我が

滅め
つ

後ご 

若
自

に
ゃ
く
じ

書し
ょ

持じ 

若
使

に
ゃ
く
し

人に
ん

書し
ょ 

是ぜ

則そ
く

為い

難な
ん 

若
以

に
ゃ
く
い

大だ
い

地じ 

置ち

足そ
く

甲こ
う

上
じ
ょ
う 

昇
於

し
ょ
う
お

梵ぼ
ん

天で
ん 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

仏ぶ
つ

滅め
つ

度ど

後ご 

於お

悪あ
く

世
中

せ
ち
ゅ
う 

暫ざ
ん

読ど
く

此
経

し
き
ょ
う 

是ぜ

則そ
く

為い

難な
ん 

仮け

使し

却こ
う

焼
し
ょ
う 

担た
ん

負ぷ

乾か
ん

草そ
う 

入
中
不
焼

に
ゅ
う
ち
ゅ
う
ふ
し
ょ
う 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

我が

滅め
つ

度ど

後ご 

若
持

に
ゃ
く
じ

此
経

し
き
ょ
う 

為い

一い
ち

人に
ん

説せ
つ 

是ぜ

即そ
く

為い

難な
ん 

若
持

に
ゃ
く
じ

八は
ち

万ま
ん 

四し

千せ
ん

法ほ
う

蔵ぞ
う 

十
二

じ
ゅ
う
に

部
経

ぶ
き
ょ
う 

為い

人に
ん

演え
ん

説ぜ
つ 

令
諸
聴
者

り
ょ
う
し
ょ
ち
ょ
う
し
ゃ 

得と
く

六ろ
く

神じ
ん

通つ
う 

雖す
い

能の
う

如に
ょ

是ぜ 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

於お

我が

滅め
つ

後ご 

聴
受
此
経

ち
ょ
う
じ
ゅ
し
き
ょ
う 

問も
ん

其ご

義
趣

ぎ
し
ゅ 

是ぜ

則そ
く

為い

難な
ん 

若
人
説
法

に
ゃ
く
に
ん
せ
ッ
ほ
う 

令
り
ょ
う

千せ
ん

万ま
ん

億お
く 

無
量

む
り
ょ
う

無む

数し
ゅ 

恒
沙
衆
生

ご
う
し
ゃ
し
ゅ
じ
ょ
う 

得と
く

阿あ

羅ら

漢か
ん 

具ぐ

六ろ
く

神じ
ん

通つ
う 

雖す
い

有う

是ぜ

益や
く 

亦や
く

未み

為い

難な
ん 

於お

我が

滅め
つ

後ご 

若
に
ゃ
く

能の
う

奉ぶ

持じ 

如に
ょ

斯
経

し
き
ょ
う

典て
ん 

是ぜ

則そ
く

為い

難な
ん 

①
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 ⑦
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 ⑯

 

 
 

⑰

 

 

諸し
ょ

余よ

の
経

き
ょ
う

典て
ん

は 

数か
ず

恒ご
う

沙し
ゃ

の
如ご

と

し 

此こ

れ
等ら

を
説と

く
と
雖
も

い
え
ど

 

未い
ま

だ
難か

た

し
と
為な

す
に
足た

ら
ず 

若も

し
須し

ゅ

弥み

を
接と

っ
て 

他た

方ほ
う

の 

無む

数し
ゅ

の
仏ぶ

つ

土ど

に
擲な

げ
置お

か
ん
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

若も

し
足あ

し

の
指ゆ

び

を
以も

ッ

て 

大だ
い

千せ

界が
い

を
動う

ご

か
し 

遠と
お

く
他た

国こ
く

に
擲な

げ
ん
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

若も

し
有
頂

う
ち
ょ
う

に
立た

っ
て 

衆し
ゅ

の
為た

め
に 

無
量

む
り
ょ
う

の
余
経

よ
き
ょ
う

を
演え

ん

説ぜ
つ

せ
ん
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

若も

し
仏

ほ
と
け

の
滅め

つ

後ご

し
て 

悪あ
く

世せ

の
中な

か

に
於お

い
て 

能よ

く
此こ

の
経
を

き
ょ
う

説と

か
ば 

是こ

れ
は
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と
為な

す 

仮た

使と

い
人ひ

と

有あ

っ
て 

手て

に
虚こ

空く
う

を
把と

っ
て 

以も
ッ

て
遊
行

ゆ
ぎ
ょ
う

す
と
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

我が

が
滅め

つ

後ご

に
於お

い
て 

若も

し
は
自
ら

み
ず
か

も
書か

き
持た

も

ち 

若も

し
は
人ひ

と

を
し
て
も
書か

か
し
め
ば 

是こ

れ
は
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と 

若も

し
大だ

い

地じ

を
以も

ッ

て 

足あ
し

の
甲 つ

め

の
上う

え

に
置お

い
て 

梵ぼ
ん

天で
ん

に
昇の

ぼ

ら
ん
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

仏
ほ
と
け

の
滅め

つ

度ど

の
後の

ち

に 
悪あ

く

世せ

の
中な

か

に
於お

い
て 

暫
し
ば
ら

く
も
此こ

の
経
を

き
ょ
う

読よ

ま
ば 

是こ

れ
は
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と
為な

す 

仮た

使と

い
却こ

う

焼
し
ょ
う

に 

乾か
わ

け
る
草く

さ

を
担に

な

い
負お

い
て 

中な
か

に
入い

っ
て
焼や

け
ざ
ら
ん
も 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

我わ

が
滅め

つ

度ど

の
後の

ち

に 

若も

し
此こ

の
経
を

き
ょ
う

持た
も

っ
て 

一
人

ひ
と
り

の
為た

め

に
も
説と

か
ば 

是こ

れ
は
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と
為な

す 

若も

し
八は

ち

万ま
ん 

四し

千せ
ん

の
法ほ

う

蔵ぞ
う 

十
二

じ
ゅ
う
に

部
経

ぶ
き
ょ
う

を
持た

も

っ
て 

人ひ
と

の
為た

め
に
演え

ん

説ぜ
つ

し
て 

諸
も
ろ
も
ろ

の
聴き

か
ん
者も

の

を
し
て 

六ろ
く

神じ
ん

通つ
う

を
得え

し
め
ん
も 

能よ

く
是か

く

の
如ご

と

く
す
と
雖
も

い
え
ど

 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

我が

が
滅め

つ

後ご

に
於お

い
て 

此こ

の
経
を

き
ょ
う

聴
ち
ょ
う

受じ
ゅ

し
て 

其そ

の
義ぎ

趣し
ゅ

を
問と

わ
ば 

是こ

れ
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と
為な

す 

若も

し
人ひ

と

は
法ほ

う

を
説と

い
て 

千せ
ん

万ま
ん

億の
く 

無
量

む
り
ょ
う

無
数

む
し
ゅ 

恒ご
う

沙し
ゃ

の
衆し

ゅ

生
じ
ょ
う

を
し
て 

阿あ

羅ら

漢か
ん

を
得え 

六ろ
く

神じ
ん

通つ
う

を
具ぐ

せ
し
め
ん
も 

是こ

の
益や

く

有あ

り
と
雖
も

い
え
ど

 

亦ま

た
未い

ま

だ
難か

た

し
と
為な

さ
ず 

我が

が
滅め

つ

後ご

に
於お

い
て 

若も

し
能よ

く 

斯か
く

の
如ご

と

き
経

き
ょ
う

典て
ん

を
奉ぶ

持じ

せ
ば 
是こ

れ
は
則
ち

す
な
わ

難か
た

し
と
為な

す 

為な

す 



 【 
参 

考 

資 

料 

】 
◆ 
三
類
の
強
敵 

～ 

勧
持
品
第
十
三 

『
二
十
行
の
偈
』 

末
法
悪
世
の
時
代
に
、
法
華
経
を
弘
め
る
者
に
は
必
ず｢

三
類
の
強
敵｣

が
出
現
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

【参
考
資
料
／
『法
華
経
現
代
語
訳(

全)

』 (

三
枝
充
悳 

著･

第
三
文
明
社) 

 

編
集
／
法
梅
蓮
】 

 

《 

現
代
語
訳 

》 

① 

た
だ
願
わ
く
は
御
心
配
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。
仏
が
入
滅
さ
れ
て
か
ら
後
、
恐
ろ
し
い
怖
れ
の
あ
る
悪
世
の
中
に
於
い
て
、
我
ら
は
当
に
広
く
説
く
で
あ
ろ
う
。 

② 

多
く
の
無
知
の
人
が
悪
口
を
い
い
、
罵
り
及
び
刀
杖
を
加
え
る
者
が
あ
ろ
う
と
も
、
我
ら
は
皆
当
に
そ
れ
を
忍
ぶ
で
あ
ろ
う
。 

③ 

悪
世
の
中
の
比
丘
は
、
ま
ち
が
っ
た
智
を
も
っ
て
い
て
、
心
に
こ
び･

諂(

へ
つ
ら)

い
が
あ
り
、
ま
だ 

得
て
い
な
い
も
の
を
、
す
で
に
こ
れ
を
得
た
と
思
い
、
我
執
の
心
が
充
満
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

④ 

あ
る
い
は
山
林
の
静
か
な
場
所
で
、
ボ
ロ
切
れ
を
継
ぎ
接
ぎ
し
た
衣
を
着
て
、
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
に
い
て
、
自
ら
真
実
の
道
を
行
じ
て
い
る
と
思
っ
て
、
人
間
を
軽
ん
じ
賤
し
め
て 

い
る
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

⑤ 

財
産
を
貪
り
自
己
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
に
貪
著
し
て
い
る
が
故
に
、
在
家
の
人
々
の
た
め
に
法
を
説
い
て
、
世
間
か
ら
恭
敬
さ
れ
る
こ
と
が
、
六
神
通
を
得
た
阿
羅
漢(

聖
者)  

の
如
く
で
あ
ろ
う
。 

⑥ 

こ
の
人
が
悪
心
を
懐
い
て
、
常
に
世
俗
の
こ
と
ば
か
り
心
に
い
つ
も
思
い
、
そ
の
名
前
の
う
え
で
、
山
林
の
静
か
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
我
ら
の 

過
失
を
数
え
あ
げ
る
こ
と
を
好
ん
で
い
る
。 

⑦ 

し
か
も
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
い
う
、｢

こ
の
多
く
の
比
丘
た
ち
は
、
財
産
を
貪
り
、
自
己
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
に
貪
著
し
て
い
る
が
た
め
に
、
外
道
の
論
議
を
説
き
、 

⑧ 

自
ら
こ
の
経
典
を
作
成
し
て
、
世
間
の
人
を
誑(

た
ぶ
ら)

か
し
惑
わ
せ
、
名
聞
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
た
め
の
故
、
分
別
し
て
こ
の
経
を
説
く
の
で
あ
る｣

と
。 

⑨ 

こ
の
よ
う
に
常
に
大
勢
の
人
々
の
中
で
、
我
ら
を
そ
し
ろ
う
と
欲
す
る
の
で
、
国
王･

大
臣･

バ
ラ
モ
ン･

在
家
の
人
々
、 

⑩ 

及
び
そ
の
他
の
比
丘
た
ち
に
向
っ
て
、
我
ら
を
非
難
し
て
悪
口
を
い
い
、
我
ら
の
悪
を
説
い
て
、｢

こ
れ
は
ま
ち
が
っ
た
考
え
の
人
で
あ
る
。
外
道
の
論
議
を
説
い
て
い
る｣

と
い
う 

〔 

第
三
類 

僭
聖
増
上
慢 

〕 

⑪ 

我
ら
は
仏
を
敬
い
た
て
ま
つ
る
が
故
に
、
悉
く
こ
の
多
く
の
悪
を
忍
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
為
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
、｢

汝
ら
は
皆
こ
れ
仏
な
の
だ｣

と
い
わ
れ
て
も
、 

⑫ 

こ
の
よ
う
な
軽
蔑
し
た
高
慢
な
言
葉
を
、
皆
当
に
我
ら
は
じ
っ
と
忍
耐
し
て
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
濁
り
に
満
ち
た
却
と
い
う
悪
世
の
中
に
は
、
多
く
の
恐
ろ
し
い
怖
れ
が
あ
る
で 

あ
ろ
う
。 

⑬ 

悪
鬼
が
そ
の
身
の
中
に
入
っ
た
よ
う
な
人
は
、
我
を
罵
り
、
そ
し
り･

辱
め
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
我
ら
は
仏
を
敬
い
信
じ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
当
に
忍
耐
の
鎧
を 

身
に
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。 

⑭ 

こ
の
経
を
説
か
ん
が
た
め
の
故
に
、
こ
の
多
く
の
困
難
な
こ
と
が
ら
に
耐
え
忍
ぼ
う
。
我
は
一
身
の
命
を
愛
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
無
上
の
仏
道
だ
け
を
惜
し
ん
で
い
る
の
で 

あ
る
。 

⑮ 

我
ら
は
来
世
に
於
い
て
、
仏
に
委
嘱
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
護
持
し
よ
う
。
世
尊
は
自
ら
当
に
御
存
知
で
あ
ろ
う
。
濁
り
に
満
ち
た
世
の
悪
い
比
丘
は
、 

⑯ 

仏
が
教
化
の
方
法
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
相
手
に
応
じ
て
説
か
れ
る
法
を
知
ら
な
い
で
、
悪
口
を
い
い
眉
を
顰(

し
か)

め
、
経
を
受
持
す
る
者
が
し
ば
し
ば
追
放
さ
れ
て
、 

⑰ 

塔
や
寺
か
ら
遠
く
離
れ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。  

こ
の
よ
う
な
多
く
の
悪
を
も
、
仏
の
御
告
げ
を
じ
っ
と
心
に
思
う
が
故
に
、
皆
当
に
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
を
忍
ぼ
う
。 

⑱ 

多
く
の
聚
落
や
城
市
に
、
も
し
も
法
を
求
め
る
者
が
あ
る
な
ら
ば
、
我
ら
は
皆
そ
の
と
こ
ろ
に
到
り
、
仏
に
委
嘱
さ
れ
た
法
を
説
こ
う
。 

⑲ 

我
は
世
尊
の
使
者
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
人
々
に
対
処
し
て
も
畏
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
我
は
当
に
善
く
法
を
説
こ
う
。
願
わ
く
は
仏
よ
、
安
穏
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
す 

よ
う
に
。 

⑳ 

我
は
世
尊
の
前
と
、
多
く
の
来
集
さ
れ
た
十
方
の
仏
の
前
と
で
、
以
上
の
よ
う
な
誓
願
の
言
葉
を
発
し
た
。
仏
よ
、
ど
う
か
我
の
心
を
知
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 

〔 

第
二
類 

道
門
増
上
慢 

〕 

〔 

第
一
類 

俗
衆
増
上
慢 

〕 

〈
法
華
経
４
１
７
㌻
～
４
２
１
㌻
〉 

唯ゆ
い

願が
ん

不ふ

為い

慮り
ょ 

於お

仏ぶ
つ

滅め
つ

度ど

後ご 

恐く

怖ふ

悪あ
く

世
中

せ
ち
ゅ
う 

我が

等と
う

当と
う

広こ
う

説せ
つ 

有う

諸し
ょ

無む

智ち

人に
ん 

悪あ
ッ

口く

罵め

詈り

等と
う 

及
加

ぎ
ゅ
う
か

刀
杖
者

と
う
じ
ょ
う
し
ゃ 

我が

等と
う

皆か
い

当と
う

忍に
ん 

悪あ
く

世
中

せ
ち
ゅ
う

比び

丘く 

邪じ
ゃ

智ち

心し
ん

諂て
ん

曲ご
く 

未み

得と
く

謂い

為い

得と
く 

我が

慢ま
ん

心し
ん

充
じ
ゅ
う

満ま
ん 

或わ
く

有う

阿あ

練れ
ん

若に
ゃ 

納の
う

衣え

在ざ
い

空く
う

閑げ
ん 

自じ

謂
行

い
ぎ
ょ
う

真し
ん

道ど
う 

軽
き
ょ
う

賤せ
ん

人に
ん

間げ
ん

者し
ゃ 

貪と
ん

著
利

じ
ゃ
く
り

養よ
う

故こ 

与
白

よ
び
ゃ
く

衣え

説せ
ッ

法ぽ
う 

為い

世せ

所し
ょ

恭
敬

く
ぎ
ょ
う 

如に
ょ

六ろ
く

通つ
う

羅ら

漢か
ん 

是ぜ

人に
ん

懐え

悪あ
く

心し
ん 

常
じ
ょ
う

念ね
ん

世せ

俗ぞ
く

事じ 

仮
名

け
み
ょ
う

阿あ

練れ
ん

若に
ゃ 

好こ
う

出す
い

我が

等と
う

過か 

而に

作さ

如に
ょ

是ぜ

言ご
ん 

此し

諸し
ょ

比び

丘く

等と
う 

為い

貪と
ん

利り

養よ
う

故こ 

説せ
つ

外げ

道ど
う

論ろ
ん

議ぎ 

自じ

作さ

此
経
典

し
き
ょ
う
て
ん 

誑お
う

惑わ
く

世せ

間け
ん

人に
ん 

為い

求ぐ

名
み
ょ
う

聞も
ん

故こ 

分ふ
ん

別べ
つ

説せ
つ

是
経

ぜ
き
ょ
う 

常
在
大
衆
中

じ
ょ
う
ざ
い
だ
い
し
ゅ
ち
ゅ
う 

欲よ
く

毀き

我が

等と
う

故こ 

向
国
王
大
臣

き
ょ
う
こ
く
お
う
だ
い
じ
ん 

婆ば

羅ら

門も
ん

居こ

士じ 

及
余

ぎ
ゅ
う
よ

比び

丘く

衆し
ゅ 

誹ひ

謗ぼ
う

説せ
つ

我が

悪あ
く 

謂い

是ぜ

邪じ
ゃ

見け
ん

人に
ん 

説せ
つ

外げ

道ど
う

論ろ
ん

議ぎ 

我が

等と
う

敬
仏
故

き
ょ
う
ぶ
ッ
こ 

悉し
つ

忍に
ん

是ぜ

諸し
ょ

悪あ
く 

為い

斯
所
軽

し
し
ょ
き
ょ
う

言ご
ん 

汝に
ょ

等と
う

皆か
い

是ぜ

仏ぶ
つ 

如に
ょ

此
軽

し
き
ょ
う

慢ま
ん

言ご
ん 

皆か
い

当と
う

忍に
ん

受じ
ゅ

之し 

濁
じ
ょ
く

却こ
う

悪あ
く

世
中

せ
ち
ゅ
う 

多た

有う

諸し
ょ

恐く

怖ふ 

悪あ
ッ

鬼き

入
其

に
ゅ
う
ご

身し
ん 

罵め

詈り

毀き

辱に
く

我が 

我
等
敬
信
仏

が
と
う
き
ょ
う
し
ん
ぶ
つ 

当と
う

著
じ
ゃ
く

忍に
ん

辱に
く

鎧が
い 

為い

説せ
つ

是ぜ

経
故

き
ょ
う
こ 

忍に
ん

此し

諸し
ょ

難な
ん

事じ 

我
不
愛
身
命

が
ふ
あ
い
し
ん
み
ょ
う 

但
惜
無
上
道

た
ん
し
ゃ
く
む
じ
ょ
う
ど
う 

我が

等と
う

於お

来ら
い

世せ 

護ご

持じ

仏ぶ
ッ

所し
ょ

嘱ぞ
く 

世せ

尊そ
ん

自じ

当と
う

知ち 

濁
世

じ
ょ
く
せ

悪あ
く

比び

丘く 

不ふ

知ち

仏ぶ
つ

方ほ
う

便べ
ん 

随ず
い

宜ぎ

所し
ょ

説せ
ッ

法ほ
う 

悪あ
ッ

口く

而に

嚬び
ん

蹙
し
ゅ
く 

数さ
く

数さ
く

見け
ん

擯ひ
ん

出す
い 

遠お
ん

離り

於お

塔と
う

寺じ 

如に
ょ

是ぜ

等と
う

衆し
ゅ

悪あ
く 

念ね
ん

仏ぶ
つ

告ご
う

勅
故

ち
ょ
く
こ 

皆か
い

当と
う

忍に
ん

是ぜ

事じ 

諸し
ょ

聚じ
ゅ

落ら
く

城
じ
ょ
う

邑お
う 

其ご

有う

求ぐ

法ほ
う

者し
ゃ 

我が

皆か
い

到と
う

其ご

所し
ょ 

説せ
つ

仏ぶ
ッ

所し
ょ

嘱ぞ
く

法ほ
う 

我が

是ぜ

世せ

尊そ
ん

使し 

処し
ょ

衆し
ゅ

無む

所し
ょ

畏い 

我が

当と
う

善ぜ
ん

説せ
ッ

法ほ
う 

願が
ん

仏ぶ
つ

安あ
ん

穏の
ん

住
じ
ゅ
う 

我が

於お

世せ

尊そ
ん

前ぜ
ん 

諸し
ょ

来ら
い

十じ
ッ

方ぽ
う

仏ぶ
つ 

発は
つ

如に
ょ

是ぜ

誓せ
い

言ご
ん 

仏ぶ
つ

自じ

知ち

我が

心し
ん 
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唯た

だ
願ね

が

わ
く
は
慮
い

う
ら
お
も

を
為な

し
た
ま
わ
ざ
れ 

仏
の

ほ
と
け

滅め
つ

度ど

の
後の

ち 

恐く

怖ふ

悪あ
く

世せ

の
中な

か

に
於お

い
て 

我わ

れ
等ら

は
当ま

さ

に
広ひ

ろ

く
説と

く
べ
し 

諸
の

も
ろ
も
ろ

無む

智ち

の
人ひ

と

の 

悪あ
ッ

口く

罵め

詈り

等と
う

し 

及お
よ

び
刀と

う

杖
を

じ
ょ
う

加く
わ

う
る
者も

の

有あ

ら
ん 

我わ

れ
等ら

は
皆み

な
当ま

さ

に
忍し

の

ぶ
べ
し 

悪あ
く

世せ

の
中な

か

の
比び

丘く

は 

邪じ
ゃ

智ち

に
し
て
心

こ
こ
ろ

諂て
ん

曲ご
く

に 

未い
ま

だ
得え

ざ
る
を
謂お

も

い
て
得え

た
り
と
為な

し 

我が

慢ま
ん

の
心

こ
こ
ろ

充
じ
ゅ
う

満ま
ん

せ
ん 

或
は

あ
る
い

阿あ

練れ
ん

若に
ゃ

に 

納の
う

衣え

に
し
て
空く

う

閑げ
ん

に
在あ

っ
て 

自
ら

み
ず
か

真し
ん

の
道ど

う

を
行
ず

ぎ
ょ
う

と
謂お

も

い
て 

人に
ん

間げ
ん

を
軽

き
ょ
う

賤せ
ん

す
る
者も

の

有あ

ら
ん 

利り

養よ
う

に
貪と

ん

著
す

じ
ゃ
く

る
が
故ゆ

え

に 

白
衣

び
ゃ
く
え

の
与た

め
に
法ほ

う

を
説と

い
て 

世よ

の
恭
敬

く
ぎ
ょ
う

す
る
所
と

と
こ
ろ

為な

る
こ
と 

六ろ
く

通つ
う

の
羅ら

漢か
ん

の
如ご

と

く
な
ら
ん 

是こ

の
人ひ

と

は
悪あ

く

心し
ん

を
懐い

だ

き 

常つ
ね

に
世せ

俗ぞ
く

の
事じ

を
念お

も

い 

名な

を
阿あ

練れ
ん

若に
ゃ

に
仮か

っ
て 

好こ
の

ん
で
我わ

れ
等ら

が
過と

が

を
出い

だ

さ
ん 

而し
か

も
是か

く

の
如ご

と

き
言
を

こ
と
ば

作な

さ
ん 

此こ

の
諸
の

も
ろ
も
ろ

比び

丘く

等ら

は 

利り

養よ
う

を
貪
ら

む
さ
ぼ

ん
が
為た

め
の
故ゆ

え

に 

外げ

道ど
う

の
論ろ

ん

議ぎ

を
説と

く 

自
ら

み
ず
か

此こ

の
経

き
ょ
う

典て
ん

を
作つ

く

っ
て 

世せ

間け
ん

の
人ひ

と

を
誑お

う

惑わ
く

す 

名
聞
を

み
ょ
う
も
ん

求 も
と

め
ん
が
為た

め
の
故ゆ

え

に 

分ふ
ん

別べ
つ

し
て
是こ

の
経
を

き
ょ
う

説と

く
と 

常つ
ね

に
大だ

い

衆し
ゅ

の
中な

か

に
在あ

っ
て 

我わ

れ
等ら

を
毀そ

し

ら
ん
と
欲ほ

つ

す
る
が
故ゆ

え

に 

国こ
く

王お
う

大だ
い

臣じ
ん 

婆ば

羅ら

門も
ん

居こ

士じ 
及お

よ

び
余よ

の
比び

丘く

衆し
ゅ

に
向む

か

っ
て 

誹ひ

謗ぼ
う

し
て
我わ

が
悪あ

く

を
説と

い
て 

是こ

れ
邪じ

ゃ

見け
ん

の
人ひ

と 

外げ

道ど
う

の
論ろ

ん

議ぎ

を
説と

く
と
謂い

わ
ん 

我わ

れ
等ら

は
仏
を

ほ
と
け

敬
う

う
や
ま

が
故ゆ

え

に 

悉
く

こ
と
ご
と

是こ

の
諸し

ょ

悪あ
く

を
忍し

の

ば
ん 

斯こ

れ
の
軽か

ろ

し
め
て 

汝
等

な
ん
だ
ら

は
皆み

な
是こ

れ
仏
な

ほ
と
け

り
と
言い

う
所
と

と
こ
ろ

為な

ら
ん 

此か
く

の
如ご

と

き
軽

き
ょ
う

慢ま
ん

の
言
を

こ
と
ば

 

皆み

な
当ま

さ

に
忍し

の

ん
で
之こ

れ

を
受う

く
べ
し 

濁
却
悪
世

じ
ょ
ッ
こ
う
あ
く
せ

の
中な

か

に
は 

多お
お

く
諸
の

も
ろ
も
ろ

恐く

怖ふ

有あ

ら
ん 

悪あ
ッ

鬼き

其そ

の
身み

に
入い

っ
て 

我わ

れ
を
罵め

詈り

毀き

辱に
く

せ
ん 

我わ

れ
等ら

は
仏
を

ほ
と
け

敬
信

き
ょ
う
し
ん

し
て 

当ま
さ

に
忍に

ん

辱に
く

の
鎧
を

よ
ろ
い

著き

る
べ
し 

是こ

の
経
を

き
ょ
う

説と

か
ん
が
為た

め
の
故ゆ

え

に 

此こ

の
諸
の

も
ろ
も
ろ

難な
ん

事じ

を
忍し

の

ば
ん 

我わ

れ
は
身
命
を

し
ん
み
ょ
う

愛あ
い

せ
ず 

但た
だ

無
上

む
じ
ょ
う

道ど
う

を
惜お

し
む 

我わ

れ
等ら

は
来ら

い

世せ

に
於お

い
て 
仏
の

ほ
と
け

嘱ぞ
く

す
る
所
を

と
こ
ろ

護ご

持じ

せ
ん 

世せ

尊そ
ん

は
自
ら

み
ず
か

当ま
さ

に
知し

ろ

し
め
す
べ
し 

濁
世

じ
ょ
く
せ

の
悪あ

く

比び

丘く

は 

仏
の

ほ
と
け

方ほ
う

便べ
ん 

宜よ
ろ

し
き
に
随
っ

し
た
が

て
説と

き
た
ま
う
所
の

と
こ
ろ

法ほ
う

を
知し

ら
ず 

悪あ
ッ

口く

し
て
嚬
蹙
し

び
ん
し
ゅ
く 

数し
ば

数し
ば

擯ひ
ん

出す
い

せ
ら
れ 

塔と
う

寺じ

を
遠お

ん

離り

せ
ん 

是か
く

の
如ご

と

き
等と

う

の
衆し

ゅ

悪あ
く

を
も 

仏
の

ほ
と
け

告
勅
を

ご
う
ち
ょ
く

念お
も

う
が
故ゆ

え

に 

皆み

な
当ま

さ

に
是こ

の
事じ

を
忍し

の

ぶ
べ
し 

諸
の

も
ろ
も
ろ

聚じ
ゅ

落ら
く

城
邑
に

じ
ょ
う
お
う 

其そ

れ
法ほ

う

を
求も

と

む
る
者も

の

有あ

ら
ば 

我わ

れ
皆み

な
其そ

の
所
に

と
こ
ろ

到い
た

っ
て 

仏
の

ほ
と
け

嘱ぞ
く

す
る
所
の

と
こ
ろ

法ほ
う

を
説と

か
ん 

我わ

れ
は
是こ

れ
世せ

尊そ
ん

の
使
な

つ
か
い

り 

衆し
ゅ

に
処し

ょ

す
る
に
畏お

そ

る
る
所
無

と
こ
ろ
な

し 

我わ

れ
は
当ま

さ

に
善よ

く
法ほ

う

を
説と

く
べ
し 

願ね
が

わ
く
は
仏
よ

ほ
と
け

安あ
ん

穏の
ん

に
住
し

じ
ゅ
う

 

我わ

れ
世せ

尊そ
ん

の
前

み
ま
え 

諸
の

も
ろ
も
ろ

来き
た

り
た
ま
え
る
十じ

ッ

方ぽ
う

の
仏
に

ほ
と
け

於お

い
て 

是か
く

の
如ご

と

き
誓せ

い

言ご
ん

を
発お

こ

す 

仏
は

ほ
と
け

自
ら

み
ず
か

我わ

が
心
を

こ
こ
ろ

知し
ろ

し
め
せ 

た
ま
え 




